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▼環境保全対策
○（仮称）東部一般廃棄物最終処分場
　整備事業　　　　　 ６億2,333万円

○地下水資源調査解析事業
　　　　　　　　　　　　 3,248万円
○住宅用太陽光発電システム導入促進
　事業　　　　　　　　　 1,786万円
○浄化槽設置整備事業
　　　　　　　　　　 １億3,509万円

▼子育て支援
○子ども手当支給事業
　　　　　　　　　　 20億2,175万円
○乳幼児医療費助成事業
　　　　　　　　　　 ２億4,302万円
○放課後児童健全育成事業
　　　　　　　　　　 １億2,263万円
○放課後子ども教室推進事業
　　　　　　　　　　　　　 440万円

▼福祉の充実
○福祉基金事業　　　　　 8,690万円
○障害児支援員配置事業
　　　　　　　　　　 １億5,455万円

▼保健・医療の充実
○女性特有のがん検診推進事業
　　　　　　　　　　　　 1,022万円
○特定不妊治療費助成事業　 250万円

▼健康づくり・体育の振興
○石鎚山系元気ウォーキング大会開催
　事業　　　　　　　　　　 473万円

○高地運動指導事業　　　　 141万円
○次世代育成支援スポーツ事業
　　　　　　　　　　　　 1,024万円

▼雇用対策
○ふるさと雇用再生事業
　　　　　　　　　　 １億9,052万円
○緊急雇用創出事業　　　 7,979万円
○就業機会創出事業　　　　　65万円
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付
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収
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回
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。
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選
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病院事業 ９億３,０５７万円
水道事業
企 業 会 計 名 当 初 予 算 額

特 別 会 計 名 当 初 予 算 額

１４億４,８８０万円

壬生川財産区 ３３７万円
庄内財産区 ５６７万円
畑地かん水事業 ２,７１１万円

１,７３１万円
本谷温泉事業 ２,９５２万円
小松地域交流事業 ２億４,０７７万円
土地開発事業 ４２６万円

１億７,８０１万円
港湾上屋事業 ５６５万円

公共下水道事業 ３４億９,３３１万円
小規模下水道事業 ６,４１２万円

簡易水道事業 １億３,８４０万円
介護保険 ９５億８,４６７万円
老人保健 ８３１万円
国民健康保険 １２８億６,１３１万円

後期高齢者医療保険 １２億７,８８８万円

一般会計　　３７２億９,０００万円　前年度比 4.0％増

特別会計　　２７９億４,０６７万円　前年度比 0.8％減

企業会計　　　２３億７,９３７万円　前年度比52.8％減

特別会計の
内訳

企業会計の
内訳

土木費　8.0％　　　　　
２９億６,１５９万円

衛生費　9.7％　　　　　
３６億１７６万円

教育費　8.3％　　　　　
３１億１６万円

総務費　11.6％　　　　　
４３億１,１６１万円

市税　40.6％　　　　　　
１５１億３,８４８万円 民生費　37.5％　　　　　

１３９億８,９００万円

公債費　13.5％　　　　　
５０億３,５０７万円

地方交付税　21.2％　　　
７８億８,６８２万円

諸収入　3.0％　　　　
１１億２,３６８万円

消防費　3.6％　　　　
１３億３,８６５万円

分担金・負担金　2.8％
１０億３,６９９万円

繰入金　1.9％　　　　
７億１,０３１万円

地方消費税交付金　2.4％
９億円

国庫支出金　11.1％　　　
４１億２,３７６万円

県支出金　7.1％　　　　
２６億５,５０１万円

市債　6.1％　　　　　　
２２億９,２８０万円

▼新規産業の創造と産業の振興
○企業立地促進奨励金
　　　　　　　　　　 ３億3,456万円
○地域産業活性化推進事業　 565万円
○食品加工流通コンビナート構想研究
　開発事業　　　　　　　 1,376万円

○「水と食」調査研究（地域資源活用
　コーディネート）事業　　 307万円
○合宿都市構想推進事業　　 138万円

▼産学官連携の促進
○フィールド大学構想事業　 321万円

その他　0.7％　　　　
２億５,６５３万円

地方特例交付金　0.5％
１億８,７００万円

地方譲与税　1.1％　　
４億１,１００万円

使用料・手数料　1.5％
５億６,７６２万円

その他　0.9％　　　　
３億５,８６５万円

労働費　1.3％　　　　
４億８,８１３万円

商工費　3.3％　　　　
１２億３,６４３万円

農林水産業費　2.3％　
８億６,８９５万円

▼ 一般会計３７２億９,０００万円の内訳 ▼

0％

50％

100％

ひうち地域振興整備事業

住宅新築資金等貸付事業

▼農林水産業の振興
○団体営基盤整備促進事業（神戸西部
　地区）　　　　　　　　 3,683万円
○農村環境保全向上活動支援事業費補
　助金　　　　　　　　　 8,678万円
○河原津漁港整備事業　　 4,297万円

▼市民安全・防災対策の推進
○高齢者交通安全教室開催事業
　　　　　　　　　　　　　 128万円
○過疎地防災情報モニター設置事業
　　　　　　　　　　　　　　56万円
○地域防災計画策定事業　 2,373万円

▼市営住宅の整備
○（仮称）宝来団地整備事業
　　　　　　　　　　 ２億2,422万円

▼歴史文化の振興
○八堂山遺跡復元住居等全面修復事業
　　　　　　　　　　　　　 560万円
○永納山城跡発掘調査事業
　　　　　　　　　　　　 1,051万円

▼地域医療への支援
○医療法人出資金　　 １億8,000万円

▼病院事業会計に対する財政支援
○病院事業会計財源不足補てん
　　　　　　　　　　 ６億2,380万円
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市の財政状況が他の団体と比較できます

西条市と類似団体を比較したレーダーチャート
　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら

財
政
の
健
全
化
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
平
成
20
年
度
の

「
財
政
比
較
分
析
表
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

財
政
比
較
分
析
表
は
財
政
分
析
上
、
重
要
と
さ
れ
る
指

標
７
項
目
に
つ
い
て
、
「
人
口
」
や
「
産
業
構
造
」
が
類

似
す
る
団
体
と
比
較
し
た
結
果
を
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
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① 財政力

⑦
財政構造の弾力性

⑥ 人件費・
　 物件費等の
　 状況

④ 定員管理の状況⑤ 給与水準
　（国との比較）

② 将来負担の状況

③
公債費負担の
状況

西 条 市
※類似団体平均を100と
　したときの比率で表示

類似団体平均

人　　口：114,786人
　　　　 （平成21年３月31日現在）

面　　積：509.06ｋ㎡

歳入総額：439億8,856万円

歳出総額：414億2,144万円

実質収支：  2 4億4,899万円

平成20年度の西条市データ

財政力①
財政力指数 ＝ 0.77
【財政力指数とは】　地方公共団体の財政力を示す代表的なもので、
指数が高い団体ほど財源に余裕があり、指数が「１」を超える団体は
国から普通交付税の交付がありません。

【将来負担比率とは】　地方公社や損失補償を行っている出資法人等
に係るものも含め、地方公共団体の一般会計等が、将来的に負担しな
ければならない実質的な負債の大きさを表す比率です。

　　　　　減収となった法人市民税を、固定資産税や個人市民税の増
収で補い、昨年度に対し0.03ポイント向上しています。全国市町村等
の平均を上回っていますが、引き続き市税収入等の自主財源確保に努
めるとともに、行政運営の効率的によって財政基盤の強化を図ります。
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西条市の比率
0.77

類似団体内順位
39団体中15位

将来負担の状況②
将来負担比率 ＝ 122.2％

　　　　　地方債残高の減少や職員削減等で昨年度に対し7.9ポイン
ト改善していますが、全国市町村等の平均より悪い状況にあるため、
今後は起債事業を厳選し、地方債現在高を減少させるとともに、交付
税措置が大きいものを積極的に活用し、将来負担の削減に努めます。
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39団体中21位

給与水準（国との比較）⑤
ラスパイレス指数 ＝ 96.0
【ラスパイレス指数とは】　地方公務員と国家公務員の給与水準を比
較し、国家公務員の給与を100とした場合の給与水準指数です。給与
水準が国より高い場合は100を超え、低い場合は100未満となります。

　　　　　全国市平均および類似団体平均より低く抑えられています
が、今後とも、より一層の給与の適正化に努めます。

※当該指数は平成20年地方公務員給与実態調査に基づくものです。

87.0

90.0

93.0

96.0

99.0

102.0

105.0

108.0

類似団体内最小値
90.9

類似団体内平均値
98.3

類似団体内最大値
103.3

全国市平均
98.4

全国町村平均
94.6

西条市の比率
96.0

類似団体内順位
39団体中７位

定員管理の状況④
人口1,000人当たり職員数 ＝ 7.83人

　　　　　合併によって全国市町村・類似団体平均を上回っています
が、社会情勢の変化と住民ニーズを的確に把握し、事務事業の見直し
や指定管理者制度の導入、執務体制の効率化を図り、適切な定員管理
に努めます。
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財政構造の弾力性⑦
経常収支比率 ＝ 86.8％

　　　　　法人市民税、普通交付税など経常的な一般財源の減少によ
って、対前年比で1.4ポイント上昇していますが、全国市町村等の平
均より良い状況にあります。今後とも市税などの一般財源の確保や経
常経費の圧縮を図り、財政構造の改善に努めます。
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公債費負担の状況③
実質公債費比率 ＝ 15.7％
【実質公債費比率とは】　公債費に対する財政負担の度合いを示すも
のです。18％以上の団体は、公債費負担の改善計画を進める必要があ
ります。

※人件費、物件費、維持補修費の合計です。ただし、人件費には事業
　費支弁人件費を含み、退職金は含んでいません。

【経常収支比率とは】　経常的に収入される一般財源のうち、経常的
な経費に充てた割合をいいます。この数値の低い方が、財政運営に弾
力性があるといえます。

※人口は平成21年３月31日現在の住民基本台帳人口を、職員数は平成
　21年４月１日現在の値を使用しています。

　　　　　繰上償還の実施等によって比率は昨年度に対し0.7ポイン
ト改善していますが、全国市町村等の平均より悪い状況にあるため、
今後は後年度に交付税措置のある起債を厳選して活用するとともに、
起債依存度を抑制して財政の健全化を図ります。
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人件費・物件費等の状況⑥
人口１人当たり
人件費・物件費等決算額

　　　　　前年度と比較し843円の減少となっており、全国・県内市
町平均よりも低額ですが、類似団体平均より上回っています。このこ
とから、今後とも施設の維持管理費など物件費にかかるコストの低減
を図っていきます。
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類似団体内順位
39団体中23位

＝ 10万9,955円

　西条市のホームページには、財政比較分析表と補足
資料を掲載しています。また、愛媛県内の他の市町と
の比較は、愛媛県のホームページで、全国の他の市町
村との比較は、総務省のホームページで行うことがで
きます。

○西条市のホームページ
　http://www.city.saijo.ehime.jp/
○愛媛県のホームページ
　http://www.pref.ehime.jp/
○総務省のホームページ
　http://www.soumu.go.jp/

問合せ　市庁舎本館財政課　財政第２係
　　　　℡0897－52－1271

市の財政状況が他の団体と比較できます

※類似団体とは、人口と産業構造などによって全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　西条市と同じグループに属する団体をいいます。
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市の財政状況が他の団体と比較できます

西条市と類似団体を比較したレーダーチャート
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① 財政力

⑦
財政構造の弾力性

⑥ 人件費・
　 物件費等の
　 状況

④ 定員管理の状況⑤ 給与水準
　（国との比較）

② 将来負担の状況

③
公債費負担の
状況

西 条 市
※類似団体平均を100と
　したときの比率で表示

類似団体平均

人　　口：114,786人
　　　　 （平成21年３月31日現在）

面　　積：509.06ｋ㎡

歳入総額：439億8,856万円

歳出総額：414億2,144万円

実質収支：  2 4億4,899万円

平成20年度の西条市データ

財政力①
財政力指数 ＝ 0.77
【財政力指数とは】　地方公共団体の財政力を示す代表的なもので、
指数が高い団体ほど財源に余裕があり、指数が「１」を超える団体は
国から普通交付税の交付がありません。

【将来負担比率とは】　地方公社や損失補償を行っている出資法人等
に係るものも含め、地方公共団体の一般会計等が、将来的に負担しな
ければならない実質的な負債の大きさを表す比率です。

　　　　　減収となった法人市民税を、固定資産税や個人市民税の増
収で補い、昨年度に対し0.03ポイント向上しています。全国市町村等
の平均を上回っていますが、引き続き市税収入等の自主財源確保に努
めるとともに、行政運営の効率的によって財政基盤の強化を図ります。
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将来負担の状況②
将来負担比率 ＝ 122.2％

　　　　　地方債残高の減少や職員削減等で昨年度に対し7.9ポイン
ト改善していますが、全国市町村等の平均より悪い状況にあるため、
今後は起債事業を厳選し、地方債現在高を減少させるとともに、交付
税措置が大きいものを積極的に活用し、将来負担の削減に努めます。
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給与水準（国との比較）⑤
ラスパイレス指数 ＝ 96.0
【ラスパイレス指数とは】　地方公務員と国家公務員の給与水準を比
較し、国家公務員の給与を100とした場合の給与水準指数です。給与
水準が国より高い場合は100を超え、低い場合は100未満となります。

　　　　　全国市平均および類似団体平均より低く抑えられています
が、今後とも、より一層の給与の適正化に努めます。

※当該指数は平成20年地方公務員給与実態調査に基づくものです。
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定員管理の状況④
人口1,000人当たり職員数 ＝ 7.83人

　　　　　合併によって全国市町村・類似団体平均を上回っています
が、社会情勢の変化と住民ニーズを的確に把握し、事務事業の見直し
や指定管理者制度の導入、執務体制の効率化を図り、適切な定員管理
に努めます。
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財政構造の弾力性⑦
経常収支比率 ＝ 86.8％

　　　　　法人市民税、普通交付税など経常的な一般財源の減少によ
って、対前年比で1.4ポイント上昇していますが、全国市町村等の平
均より良い状況にあります。今後とも市税などの一般財源の確保や経
常経費の圧縮を図り、財政構造の改善に努めます。
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公債費負担の状況③
実質公債費比率 ＝ 15.7％
【実質公債費比率とは】　公債費に対する財政負担の度合いを示すも
のです。18％以上の団体は、公債費負担の改善計画を進める必要があ
ります。

※人件費、物件費、維持補修費の合計です。ただし、人件費には事業
　費支弁人件費を含み、退職金は含んでいません。

【経常収支比率とは】　経常的に収入される一般財源のうち、経常的
な経費に充てた割合をいいます。この数値の低い方が、財政運営に弾
力性があるといえます。

※人口は平成21年３月31日現在の住民基本台帳人口を、職員数は平成
　21年４月１日現在の値を使用しています。

　　　　　繰上償還の実施等によって比率は昨年度に対し0.7ポイン
ト改善していますが、全国市町村等の平均より悪い状況にあるため、
今後は後年度に交付税措置のある起債を厳選して活用するとともに、
起債依存度を抑制して財政の健全化を図ります。
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　　　　　前年度と比較し843円の減少となっており、全国・県内市
町平均よりも低額ですが、類似団体平均より上回っています。このこ
とから、今後とも施設の維持管理費など物件費にかかるコストの低減
を図っていきます。
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＝ 10万9,955円

　西条市のホームページには、財政比較分析表と補足
資料を掲載しています。また、愛媛県内の他の市町と
の比較は、愛媛県のホームページで、全国の他の市町
村との比較は、総務省のホームページで行うことがで
きます。

○西条市のホームページ
　http://www.city.saijo.ehime.jp/
○愛媛県のホームページ
　http://www.pref.ehime.jp/
○総務省のホームページ
　http://www.soumu.go.jp/

問合せ　市庁舎本館財政課　財政第２係
　　　　℡0897－52－1271

市の財政状況が他の団体と比較できます

※類似団体とは、人口と産業構造などによって全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　西条市と同じグループに属する団体をいいます。
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市
議
会
３
月
定
例
会
に
お
い
て

人
事
案
件
１
件
が
同
意
さ
れ
、
川

髙
玲
子
氏
が
４
月
１
日
付
で
教
育

委
員
会
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。

○
川
髙
玲
子
氏
の
略
歴

　

昭
和
45
年
４
月
か
ら
教
員
、
西

条
小
学
校
長
、
三
芳
小
学
校
長
な

ど
を
歴
任
。

　

市
議
会
４
月
臨
時
会
が
12
日
に

開
会
さ
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算

案
等
が
上
程
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
渡
部
高
尚
氏
の
後
任
と

し
て
、
藤
田
義
規
氏
を
副
市
長
に

任
命
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
、
４

月
13
日
付
で
就
任
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
回
）

【
環
境
保
全
対
策
】

○
焼
却
設
備
機
器
制
御
シ
ス
テ
ム

　

更
新
事
業　
　

４
８
０
０
万
円

補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
額

　
　
　

３
７
３
億
３
８
０
０
万
円

○
藤
田
義
規
氏
の
略
歴

　

昭
和
46
年
10
月
に
西
条
市
役
所

に
入
職
後
、
福
祉
事
務
所
長
、
高

齢
介
護
課
長
、
生
活
福
祉
部
次
長
、

生
活
福
祉
部
長
、
合
併
後
は
保
健

福
祉
部
長
な
ど
を
歴
任
し
、
平
成

21
年
３
月
退
職
。
61
歳
。

川髙玲子氏
（福武甲）

藤田義規氏
（明屋敷）

副
市
長
に

藤
田
義
規
氏
を
選
任

市
議
会
３
月
定
例
会

人
事
案
件
１
件
に
同
意

市
議
会
４
月
臨
時
会

　「認定請求」や「額改定認定請求」は、平成22年９月
30日までに受け付けたものに限り、特例的に４月分（ま
たは支給要件に該当した月の翌月分）にさかのぼって支
給されます。
※出生や転入で新たに受給資格が発生した場合や、受給
　対象児童が増えた場合については、この特例は適用さ
　れませんのでご注意ください。この場合の支給開始は
　請求日の翌月分からとなります。

■支給対象児童　中学校修了前の児童（所得制限なし）
■支給額　子ども１人につき、月額１３，０００円

○市庁舎別館女性児童福祉課　子育て支援係
　℡0897－52－1337
○東予総合支所市民福祉課　福祉係
　℡0898－64－2700
○丹原総合支所市民福祉課　市民福祉係
　℡0898－68－7300
○小松総合支所市民福祉課　市民福祉係
　℡0898－72－2111

※平成23年度における子ども手当の支給については、国の平成23年度予
　算編成過程において改めて検討し、その結果に基づき必要な措置を講
　じることとなっています。
※子ども手当制度の詳しい内容については、広報紙４月号（７ページ）
　または市ホームページをご覧ください。

　中学３年生以下の子どもを養育している保護者の方で
次の「手続きが必要な方」に該当する方は、市役所担当
課窓口で、認定請求等の手続きが必要になります。
　手続きが必要となる方には４月中旬に認定請求書等を
郵送しています。届いていない場合は、担当課へご連絡
ください。公務員の方は、それぞれの勤務先で手続きを
行ってください。

○平成22年３月末現在、児童手当を受給していない保護
　者の方（必要な手続き：認定請求）
○平成22年３月末現在、児童手当を受給していた保護者
　の方で、平成22年４月に中学２・３年生の子どもがい
　る方（必要な手続き：額改定認定請求）

　平成22年３月末現在、児童手当を受給していた保護者
の方で、平成22年４月に中学１年生以下の子どもしかい
ない方は、新たに手続きを行う必要はありません。

　受給者となる方の次のものが必要です。
○健康保険被保険者証または年金加入証明書（国民年金
　以外の方）
○手当の振込先口座が分かるもの
○認印（スタンプ印不可）

手続きが必要な方

手続きに必要なもの

手続きが不要な方

手続き期間の特例

支給対象児童・額

問
合
せ
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■対象者　西条市国民健康保険の被保険者で、次の要
　件に該当する方
○平成22年４月１日現在、35歳以上の方
○国民健康保険税を滞納していない方
○平成22年度に市が行う総合健診（前立腺がん・乳が
　ん・子宮頸がん・肝炎ウイルス検診を除く）、個別
　健診、単独検診（骨粗しょう症検診を除く）を受診
　もしくは申し込みしていない方
■定員　約800人（定員を超えた場合は抽選で決定）
■申し込みに必要な物
　印鑑（スタンプ印不可）、国民健康保険被保険者証

■対象者　受診する日に後期高齢者医療保険の被保険
　者となっている方で、次の要件に該当する方
○平成22年度に市が行う総合健診（前立腺がん・乳が
　ん・子宮頸がん・肝炎ウイルス検診を除く）、個別
　健診、単独検診（骨粗しょう症検診を除く）を受診
　もしくは申し込みしていない方

■申込期間　５月12日㈬～18日㈫
■申込方法　印鑑と被保険者証（保険証）を持って、
　市庁舎本館国保医療課または各総合支所市民福祉課
　で申し込み手続きをしてください。
※申し込みの結果は５月下旬に通知します。

同時受診

受診内容 自己負担額

短期人間ドック

短期人間ドック 脳ドック・同時受診

○西条中央病院
○村上記念病院
○済生会西条病院
○市立周桑病院
○西条愛寿会病院

○西条中央病院
○村上記念病院
○済生会西条病院脳ドック

■注意事項
○重複受診をした場合は、全額自己負担となります。
○短期人間ドック・脳ドックの検査項目には、特定健
　診の検査項目が含まれています。
○70歳以上の方は、短期人間ドックのみの受診です。
○平成23年４月１日までに75歳の誕生日を迎える方は
　その誕生日の前日までに受診する場合に限ります。
　75歳の誕生日以降は後期高齢者医療保険資格での申
　し込みとなります。
○脳ドック（同時受診を含む）については医療機関の
　受け入れ人数に限りがあります。ご了承ください。

■定員　約120人（定員を超えた場合は抽選で決定）
■申し込みに必要な物
　印鑑（スタンプ印不可）
　後期高齢者医療保険被保険者証
■注意事項
○重複受診をした場合は、全額自己負担となります。
○脳ドックは受診できません。

国民健康保険の被保険者　対象者・定員等

後期高齢者医療保険の被保険者　対象者・定員等

申込方法・問合せ

自己負担額　検査費用の２割負担 受診医療機関

国民健康保険・後期高齢者医療保険の被保険者の皆さんへ

■問合せ
　市庁舎本館国保医療課
○国保係　℡0897－52－1447（国民健康保険）
○医療係　℡0897－52－1212（後期高齢者医療保険）

６，４００円

６，４００円

１０，４００円
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四国学院大学硬式野球部
２月13日～19日

浜松大学硬式野球部
２月13日～20日

拓殖大学硬式野球部
２月22日～28日

中京大学サッカー部
２月22日～27日

梅花女子大学女子ラクロス部
３月１日～３日

大阪工業大学陸上競技部
３月２日～５日

福井工業大学硬式野球部
３月４日～９日

佛教大学硬式庭球部
３月９日～12日

京都産業大学サッカー部
３月８日～13日

ＪＦＥ西日本硬式野球部
３月10日～17日

ＴＤＫ硬式野球部
３月13日～26日

香川高等専門学校陸上競技部
３月21日～23日

春季合宿で来西したチーム・合宿期間

春季合宿で心地良い汗を流す選手たち

春季合宿で来西したチーム・合宿期間

　

市
で
は
、
ア
ス
リ
ー
ト
な
ど
が
合
宿
す
る
ま
ち
づ
く
り
「
合
宿
都
市

構
想
」
を
推
進
し
、
市
民
の
競
技
力
向
上
や
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る

地
域
活
性
化
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
春
季
合
宿
に
は
12
チ
ー
ム
が
来
西
し
、
５
０
０
人
を
超
え
る

社
会
人
・
大
学
生
が
、
市
内
体
育
施
設
で
心
地
良
い
汗
を
流
し
て
い
ま

し
た
。
特
に
東
予
運
動
公
園
の
屋
内
運
動
場
「
ビ
バ
・
ス
ポ
ル
テ
ィ
ア

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ
」
は
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
練
習
メ
ニ
ュ
ー
が

こ
な
せ
る
た
め
、
利
用
し
た
チ
ー
ム
か
ら
は
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
合
宿
チ
ー
ム
と
地
元
チ
ー
ム
と
の
交
流
戦
や
、
京
都
産
業
大

学
サ
ッ
カ
ー
部
に
よ
る
地
元
小
学
生
を
招
い
た
サ
ッ
カ
ー
教
室
な
ど
が

行
わ
れ
、
地
域
と
の
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

アスリートなどが合宿するまちづくり「合宿都市構想」を推進しています

▲恒例となった京都産業大学サッカー部による小学生サッカー教室
▲各チームの監督等が市役所を
　訪問してくれました
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四国学院大学硬式野球部
２月13日～19日

浜松大学硬式野球部
２月13日～20日

拓殖大学硬式野球部
２月22日～28日

中京大学サッカー部
２月22日～27日

梅花女子大学女子ラクロス部
３月１日～３日

大阪工業大学陸上競技部
３月２日～５日

福井工業大学硬式野球部
３月４日～９日

佛教大学硬式庭球部
３月９日～12日

京都産業大学サッカー部
３月８日～13日

ＪＦＥ西日本硬式野球部
３月10日～17日

ＴＤＫ硬式野球部
３月13日～26日

香川高等専門学校陸上競技部
３月21日～23日

春季合宿で来西したチーム・合宿期間

春季合宿で心地良い汗を流す選手たち

春季合宿で来西したチーム・合宿期間

　

市
で
は
、
ア
ス
リ
ー
ト
な
ど
が
合
宿
す
る
ま
ち
づ
く
り
「
合
宿
都
市

構
想
」
を
推
進
し
、
市
民
の
競
技
力
向
上
や
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る

地
域
活
性
化
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
春
季
合
宿
に
は
12
チ
ー
ム
が
来
西
し
、
５
０
０
人
を
超
え
る

社
会
人
・
大
学
生
が
、
市
内
体
育
施
設
で
心
地
良
い
汗
を
流
し
て
い
ま

し
た
。
特
に
東
予
運
動
公
園
の
屋
内
運
動
場
「
ビ
バ
・
ス
ポ
ル
テ
ィ
ア

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ
」
は
、
天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
練
習
メ
ニ
ュ
ー
が

こ
な
せ
る
た
め
、
利
用
し
た
チ
ー
ム
か
ら
は
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
合
宿
チ
ー
ム
と
地
元
チ
ー
ム
と
の
交
流
戦
や
、
京
都
産
業
大

学
サ
ッ
カ
ー
部
に
よ
る
地
元
小
学
生
を
招
い
た
サ
ッ
カ
ー
教
室
な
ど
が

行
わ
れ
、
地
域
と
の
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

アスリートなどが合宿するまちづくり「合宿都市構想」を推進しています

▲恒例となった京都産業大学サッカー部による小学生サッカー教室
▲各チームの監督等が市役所を
　訪問してくれました

広報さいじょう　2010　5月号9



　

新
緑
が
ま
ぶ
し
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
小
松
中
央
公
園
は
、
赤

や
ピ
ン
ク
の
ツ
ツ
ジ
、
薄
紫
の
藤

の
花
に
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
公
園
内
に
、
日
本
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
が
四
国
で
初

め
て
認
定
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
場
が
あ
り
ま
す
。
３
コ
ー
ス

合
計
24
ホ
ー
ル
の
全
面
天
然
芝
で
、

春
に
は
桜
、
冬
に
は
椿
に
囲
ま
れ
、

豊
か
な
自
然
の
中
で
プ
レ
ー
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

に
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
と
は
、

基
本
的
に
は
ゴ
ル
フ
の
よ
う
に
ク

ラ
ブ
で
ボ
ー
ル
を
打
ち
、
ホ
ー
ル

ポ
ス
ト
に
入
れ
る
ま
で
の
打
数
の

少
な
さ
を
競
い
ま
す
。
高
度
な
技

術
は
必
要
な
く
、
ル
ー
ル
も
簡
単

な
こ
と
か
ら
、
初
心
者
で
も
す
ぐ

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

近
年
、
高
齢
者
を
中
心
に
愛
好

者
が
増
え
て
お
り
、
小
松
中
央
公

園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
に

も
多
く
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

特
に
コ
ー
ス
の
勾
配
に
よ
っ
て
、

思
い
通
り
に
ボ
ー
ル
が
転
が
ら
な

い
と
こ
ろ
が
面
白
い
と
好
評
で
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
は
、
子

ど
も
さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
の
方
ま

で
気
軽
に
楽
し
め
る
の
で
、
家
族

で
コ
ー
ス
を
回
る
の
も
お
勧
め
で

す
。

　

み
ん
な
で
楽
し
く
プ
レ
ー
し
て

い
る
と
、
思
っ
た
以
上
に
た
く
さ

ん
歩
く
こ
と
が
で
き
、
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
や
改

善
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

た
っ
ぷ
り
歩
い
て
汗
を
か
い
た

た
後
は
、
ゴ
ル
フ
場
の
近
く
に
あ

る
温
泉
施
設
「
椿
交
流
館
」
で
、

道
前
平
野
の
大
眺
望
を
満
喫
し
な

が
ら
、
温
泉
で
汗
を
流
し
た
り
、

食
事
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

家
族
だ
け
で
は
な
く
友
達
同
士

で
も
、
の
ん
び
り
と
健
康
的
な
休

日
を
過
ご
す
に
は
最
適
で
す
。

　　

小
松
中
央
公
園
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
場
は
、
健
康
づ
く
り

や
生
き
が
い
づ
く
り
の
た
め
、
ま

た
、
交
流
の
場
と
し
て
も
市
内
外

か
ら
の
多
く
の
愛
好
者
に
ご
活

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
互
い
に
協
力
し
、
マ

ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
守
っ
て
プ
レ
ー

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

使
用
申
し
込
み
や
用
具
の
貸
出

は
、
公
園
管
理
事
務
所
ま
で
。

■
問
合
せ　

小
松
総
合
支
所
総
務

課　

総
務
調
整
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

７
２

－

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
１
８
）

▲ 青空のもと気持ちよくナイスショット！

▲ 四季折々の花が咲く抜群の環境の中でリフレッシュ

　各総合支所管内での身近な出来事や話題などを毎月お知らせする
コーナーです。今月は小松総合支所から「四国初の認定コース、小
松中央公園グラウンド・ゴルフ場」について紹介します。

小松総合支所　　〒799－1198　小松町新屋敷甲496番地
　　　　　　　　℡0898－72－2111　　℻0898－72－4048

新
緑
が
輝
く
、
四
国
初
の
認
定
コ
ー
ス
で

○使用料（１日）西条市民の方：一般200円・高校生以下100円
　　　　　　　　市民以外の方：一般300円・高校生以下150円
○年間使用料　　西条市民の方：一般10,000円
　　　　　　　　市民以外の方：一般15,000円
○用具（クラブ・ボール）貸出料　１セット100円
※65歳以上の方・障害者手帳をお持ちの方は、使用料が減免され
　ます。また、15人以上の団体割引もあります。
○開場時間　８時30分～17時
○休場日　毎週火曜日（休場日が祝日・振替休日にあたる場合は
　　　　直後の平日に休場します）
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■
得
意
技
は
局
部
熱
処
理

　
「
小
さ
い
会
社
だ
け
ど
声
を
か

け
て
い
た
だ
け
る
の
は
、
理
論
計

算
を
し
た
上
で
、
確
実
に
作
業
を

し
て
い
る
か
ら
で
す
。
失
敗
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
、
局
部

熱
処
理
㈱
の
竹
原
光
弘
社
長
は
語

る
。

　

局
部
熱
処
理
㈱
は
、
昭
和
55
年

に
㈲
竹
原
産
業
と
し
て
設
立
し
、

平
成
21
年
に
現
社
名
へ
と
変
更
し

た
。
局
部
熱
処
理
と
は
、
力
が
加

わ
る
工
場
配
管
な
ど
の
溶
接
部
を

現
地
に
出
向
い
て
熱
処
理
す
る
こ

と
で
、
周
辺
部
の
金
属
と
な
じ
ま

せ
て
結
合
を
強
化
す
る
技
術
で
あ

る
。
局
部
熱
処
理
㈱
は
設
立
以
来

局
部
熱
処
理
を
専
門
的
に
行
っ
て

き
た
が
、
こ
の
処
理
を
行
う
企
業

は
全
国
で
も
数
社
程
度
し
か
存
在

せ
ず
、
そ
の
う
ち
四
国
に
本
社
を

置
く
の
は
局
部
熱
処
理
㈱
が
唯
一

の
存
在
だ
。

　

局
部
熱
処
理
㈱
の
特
徴
は
、
確

実
な
熱
処
理
技
術
か
ら
勝
ち
得
た

顧
客
と
の
信
頼
関
係
に
あ
る
。
局

部
熱
処
理
㈱
で
は
二
人
が
ペ
ア
と

な
り
、
作
業
と
監
査
を
同
時
に
行

っ
て
い
る
。
竹
原
社
長
も
「
他
社

と
比
較
し
て
、
20
％
程
度
は
余
分

な
作
業
を
し
て
い
る
」
と
言
い
切

る
が
、
奥
の
深
い
熱
処
理
技
術
に

は
、
蓄
積
さ
れ
た
経
験
に
加
え
て

顧
客
と
の
信
頼
関
係
が
要
求
さ
れ

る
た
め
、
確
実
な
熱
処
理
技
術
に

よ
っ
て
顧
客
数
は
現
在
も
年
々
増

加
し
て
い
る
。

■
本
業
か
ら
波
及
し
た
第
二
事
業

　

局
部
熱
処
理
㈱
で
は
、
自
社
技

術
を
応
用
し
て
不
活
性
ガ
ス
を
用

い
た
無
酸
化
炭
化
炉
を
開
発
し
て

い
る
。
こ
の
無
酸
化
炭
化
炉
は
、

炭
を
灰
に
す
る
こ
と
な
く
、
か
つ

高
温
で
仕
上
げ
る
こ
と
を
可
能
と

し
た
た
め
、
素
材
の
形
を
崩
さ
ず
、

堅
い
備
長
炭
の
性
質
を
持
っ
た
付

加
価
値
の
高
い
炭
に
仕
上
げ
、
ほ

ぼ
１
０
０
％
を
製
品
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
「
開
発
し
た
無
酸
化
炭
化
炉
が

全
国
の
炭
の
産
地
に
普
及
し
て
く

れ
る
こ
と
が
私
の
願
い
で
す
。
ま

た
、
付
加
価
値
の
高
い
炭
を
使
っ

た
オ
ブ
ジ
ェ
を
生
み
出
し
、
新
し

い
事
業
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」。
竹
原
社
長
の
新
事
業
へ

の
取
り
組
み
が
続
い
て
い
る
。

（
技
術
相
談
室
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

高
木
）

▲ 事業について語る竹原社長

▲ 開発した炭化炉で作った炭のオブジェ

▲ 現地での局部熱処理作業

　サイクス（ＳＩＣＳ）は、産業情報支援
センターの運営組織である、㈱西条産業情
報支援センターの愛称です。
　今月は、市内企業の所有する技術を紹介
する「我が社の得意技」などについてお知
らせします。

65

　

こ
の
度
、
当
市
と
サ
イ
ク
ス
が

取
り
組
ん
で
い
る
「
タ
イ
国
へ
の

輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
、
農

林
水
産
省
と
経
済
産
業
省
の
「
農

商
工
連
携
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

30
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
農
商
工
連
携
を
普
及
拡

大
さ
せ
る
た
め
、
全
国
の
農
商
工

連
携
に
よ
る
取
り
組
み
の
中
か
ら

成
功
事
例
を
選
定
し
た
も
の
で
、

当
市
の
取
り
組
み
を
含
む
全
国
の

30
事
例
が
「
地
域
を
活
性
化
す
る

農
商
工
連
携
の
ポ
イ
ン
ト
」
で
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
市
と
サ
イ
ク
ス
で
は
、
四
国

内
の
貿
易
商
社
、
Ｊ
Ａ
、
食
品
メ

ー
カ
ー
等
と
連
携
し
て
、
平
成
18

年
度
か
ら
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
今
後
も
四
国
発

の
輸
出
ル
ー
ト
確
立
に
向
け
、
さ

ら
な
る
輸
出
販
路
の
拡
大
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
を
活
性
化
す
る
農
商
工

連
携
の
ポ
イ
ン
ト
」
は
、
経
済
産

業
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

URLhttp://w
w

w
.m

eti.go.jp/
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市
税
な
ど
の
納
付
方
法
を
口
座

振
替
に
す
る
と
、
自
動
的
に
納
付

さ
れ
る
の
で
、
納
め
忘
れ
が
な
く

便
利
で
安
心
で
す
。

　

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
預
金

通
帳
と
通
帳
届
出
印
を
持
っ
て
、

各
金
融
機
関
の
窓
口
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
市
が
口
座
振
替
依

頼
書
を
受
理
し
た
日
の
翌
月
末
日

か
ら
口
座
振
替
が
で
き
ま
す
。

■
取
扱
金
融
機
関

　

伊
予
銀
行
、
周
桑
農
業
協
同
組

合
、
西
条
市
農
業
協
同
組
合
、
愛

媛
銀
行
、
東
予
信
用
金
庫
、
広
島

銀
行
、
愛
媛
信
用
金
庫
、
香
川
銀

行
、
百
十
四
銀
行
、
四
国
労
働
金

庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
納
税
課

　

納
税
第
２
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
７
９

　

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
は
、

「
車
検
時
に
納
付
す
れ
ば
よ
い

税
金
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
ず

納
期
限
の
５
月
31
日
㈪
ま
で
に
納

付
し
ま
し
ょ
う
。
納
期
限
を
過
ぎ

て
納
付
す
る
と
、
年
14
・
６
％
の

「
延
滞
金
」
が
か
か
り
ま
す
。

■
問
合
せ

○
自
動
車
税
に
つ
い
て

　

東
予
地
方
局
課
税
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

１
３
０
０

○
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

　

市
庁
舎
本
館
納
税
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
７
９

20
日　

固
定
資
産
税
第
１
期
分
の

　

督
促
状
の
発
送

31
日　

軽
自
動
車
税
全
期
分
の
納

　

期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

　

の
督
促
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

　

納
期
限
日
の
残
高
に
ご
注
意
く

　

だ
さ
い
。

　

５
月
５
日
㈬
「
こ
ど
も
の
日
」

は
、
次
の
地
区
の
ご
み
収
集
を
お

休
み
し
ま
す
。
対
象
地
区
の
方
は

次
回
の
収
集
日
に
ご
み
を
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
ご
み
収
集
が
休
み
の
地
区

○
も
え
な
い
ご
み

　

加
茂
、
神
戸
（
水
曜
日
収
集
の

　

地
区
）

○
資
源
ご
み
（
古
紙
）

　

玉
津
、
飯
岡
、
橘

○
資
源
ご
み
（
ガ
ラ
ス
び
ん
・
ペ

　
ッ
ト
ボ
ト
ル
）

　

大
町
、
氷
見

※
連
休
明
け
は
収
集
時
間
が
大
幅

　

に
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ル
ー
ル
を
守
り
、
必
ず
朝
８
時

　

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
管
理
し

て
い
る
方
へ

　

収
集
休
み
を
周
知
す
る
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
用
の
チ
ラ
シ
を
、
担
当
課

窓
口
と
各
公
民
館
に
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
環
境
衛
生
課

　

廃
棄
物
対
策
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
８

　

駆
除
薬
剤
が
必
要
な
方
は
、
自

治
会
の
班
・
組
単
位
な
ど
で
必
要

数
量
を
取
り
ま
と
め
て
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
薬
剤
量
（
１
世
帯
に
つ
き
）

○
ウ
ジ
・
ボ
ウ
フ
ラ
用　

１
袋

○
ネ
ズ
ミ
用　
　
　
　
　

１
袋

■
申
込
期
限　

５
月
18
日
㈫

■
引
渡
し
時
期　

５
月
31
日
㈪
～

■
申
込
先

○
市
庁
舎
別
館
環
境
衛
生
課

　

衛
生
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
６
１

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

生
活
環
境
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

市
税
の
納
付
は
口
座
振
替
が

便
利
で
安
心
で
す

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の

納
期
限
は
５
月
31
日
㈪
で
す

５
月
の
市
税
ご
よ
み

５
月
５
日
㈬
の
ご
み
収
集
を

お
休
み
し
ま
す
（
西
条
地
区
）

ウ
ジ
・
ボ
ウ
フ
ラ
と
ネ
ズ
ミ
の

駆
除
薬
剤
を
お
渡
し
し
ま
す

　西条市の都市計画図を更新し、担当課で販売、市ホーム
ページで公開しています。
　都市計画図は、都市計画法に基づく土地利用の情報（用
途地域、特定用途制限地域など）、都市施設（都市計画道
路、都市公園など）の位置を示しています。

■図面の縮尺・販売価格

都市計画図（白図）

図面の名称 縮　　尺 販売価格

都市計画図が新しくなりました

■問合せ　○市庁舎別館都市計画整備課　都市計画係
　　　　　　℡0897－52－1238
　　　　　○各総合支所建設管理課　建設管理係

2,500分の１
10,000分の１ 各３００円

用途地図（カラー） 10,000分の１
25,000分の１ 各１,０００円
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■
補
助
の
対
象
者

　

市
内
在
住
者
で
、
ほ
か
の
公
的

機
関
か
ら
補
助
を
受
け
な
い
方

■
補
助
対
象
と
な
る
研
修

　

市
外
で
開
催
さ
れ
る
男
女
共
同

参
画
に
関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
講

座
な
ど
（
14
ペ
ー
ジ
下
段
に
掲
載

の
日
本
女
性
会
議
な
ど
も
補
助
の

対
象
に
な
り
ま
す
）

■
補
助
金
額

　

研
修
参
加
に
要
す
る
旅
費
の
う

ち
、
２
分
の
１
を
補
助
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

男
女
共
同
参
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－
５
２

－

１
２
０
６

　

自
立
支
援
医
療
（
精
神
通
院
医

療
）
制
度
の
支
給
認
定
を
受
け
る

と
、
県
指
定
医
療
機
関
で
の
通
院

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
が
原
則

１
割
と
な
り
ま
す
。（
世
帯
の
所

得
状
況
に
応
じ
て
負
担
上
限
額
を

定
め
て
い
ま
す
）

■
対
象
者

　

統
合
失
調
症
、
て
ん
か
ん
、
う

つ
病
な
ど
で
、
通
院
に
よ
る
精
神

医
療
を
継
続
的
に
要
す
る
方

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

郵
便
事
業
㈱
で
は
重
度
の
身
体

障
害
者
や
知
的
障
害
者
の
福
祉
に

対
す
る
国
民
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
通
常
郵
便
は

が
き
を
無
償
で
配
布
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
ま

た
は
療
育
手
帳
Ａ
の
所
持
者

■
配
布
枚
数　

一
人
に
つ
き
20
枚

■
受
付
期
間　

５
月
31
日
㈪
ま
で

■
申
込
方
法

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育

手
帳
を
持
っ
て
、
最
寄
り
の
郵
便

局
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
各
郵
便
局

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

20歳になったとき

こんなとき ど う す る ど　こ　で

会社を退職したとき

配偶者の扶養になったとき

配偶者の扶養でなくなったとき

配偶者が就職・転職したとき

年金手帳をなくしたとき

口座振替を開始・停止・変更するとき

住所が変わったとき

厚生年金・共済組合の加入者以外は
国民年金の加入手続きをする

本人と配偶者は国民年金の加入手続きをする

第３号被保険者への種別変更の手続きをする

第１号被保険者への種別変更の手続きをする

再交付の手続きをする

預金通帳・通帳の届出印・年金手帳を持って
口座振替の手続きをする

住所変更の手続きをする

扶養されている場合は、第３号被保険者への
種別変更の手続きをする

■問合せ　○新居浜年金事務所　国民年金課　℡0897－35－1368
　　　　　○市庁舎本館市民生活課　年金係　℡0897－52－1383
　　　　　○各総合支所市民福祉課　市民保険係（東予）
　　　　　　　　　　　　　　　　　市民福祉係（丹原・小松）

国民年金の手続きを
お忘れなく！

第１号被保険者：市役所
第３号被保険者：配偶者の勤務先

第１号被保険者：市役所
第３号被保険者：配偶者の勤務先

第１号被保険者：市役所
第３号被保険者：年金事務所

ご利用の金融機関、年金事務所

市役所

市役所

配偶者の新しい勤務先

配偶者の勤務先

　

市
庁
舎
本
館
市
民
生
活
課
と
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課
で
は
、
毎

週
木
曜
日
に
窓
口
業
務
を
延
長
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
、
旅
券
（
パ
ス
ポ

ー
ト
）
の
受
取
業
務
も
、
新
た
に

追
加
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
な
ど
で
市
役
所
の
執
務
時

間
内
に
お
越
し
で
き
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
窓
口
業
務
の
延
長
日
時

　

木
曜
日
・
19
時
ま
で
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
き
ま
す
）

■
延
長
し
て
行
う
窓
口
業
務

○
印
鑑
登
録

○
戸
籍
謄
本
・
戸
籍
抄
本
・
住
民

　

票
・
印
鑑
証
明
書
の
交
付

○
旅
券
の
受
取
業
務
（
旅
券
の
申

　

請
受
付
業
務
は
除
き
ま
す
）

※
前
記
以
外
の
窓
口
業
務
は
、
通

　

常
ど
お
り
８
時
30
分
か
ら
17
時

　

15
分
ま
で
で
す
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
市
民
生
活
課

　

市
民
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
１

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

毎
週
木
曜
日
は
窓
口
業
務
を
延
長

旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
の

受
取
業
務
も
延
長
し
て
い
ま
す

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
研
修

参
加
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

精
神
疾
患
で
の
通
院
医
療
費
の

一
部
を
公
費
で
負
担
し
ま
す

重
度
の
身
体
・
知
的
障
害
者
に

青
い
鳥
郵
便
は
が
き
無
償
配
布
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■
日
時

　

５
月
９
日
㈰　

11
時
～
14
時

■
場
所　

丹
原
町
明
河　

鞍
瀬
川

■
内
容　

鞍
瀬
川
源
流
部
に
生
息

す
る
水
生
昆
虫
な
ど
の
観
察

■
講
師　

山
本
貴
仁
氏
（
愛
媛
県

環
境
マ
イ
ス
タ
ー
）

■
申
込
先　

東
予
環
境
グ
ル
ー
プ

＆
自
然
再
生
研
究
会
（
藤
原
）

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

７
３

－

２
７
８
７

※
集
合
場
所
・
持
ち
物
な
ど
は
、

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
展
示
期
間

　

５
月
14
日
㈮
～
６
月
６
日
㈰

■
場
所　

休
暇
村
瀬
戸
内
東
予

■
内
容

　

環
境
省
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
レ
ン

ジ
ャ
ー
が
、
中
国
四
国
地
方
の
国

立
公
園
で
出
会
っ
た
、
す
ば
ら
し

い
自
然
の
表
情
を
写
真
で
紹
介
。

■
問
合
せ

　

松
山
自
然
保
護
官
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
３
１

－

５
８
０
３

　

川
と
海
を
つ
な
ぐ
干
潟
は
生
き

物
の
宝
庫
で
す
。
加
茂
川
河
口
の

干
潟
を
観
察
し
て
み
よ
う
。

■
日
時　

６
月
５
日
㈯

　
　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　

龍
宮
神
社
（
禎
瑞
）

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
。
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
申
込
期
限　

５
月
31
日
㈪

■
申
込
先　

市
庁
舎
別
館
環
境
衛

生
課　

環
境
計
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
１

E ﾒｰﾙkankyoeisei@
saijo-city.jp

■
日
時　

５
月
16
日
㈰　

10
時
30

分
～
14
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

■
内
容

　

ふ
わ
ふ
わ
エ
ア
ー
ポ
リ
ン
、
工

作
コ
ー
ナ
ー
、
の
み
の
市
、
ゲ
ー

ム
、
バ
ザ
ー

■
場
所
・
問
合
せ

　

東
予
南
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
５

－

６
６
８
０

※
当
日
は
東
予
南
幼
稚
園
・
保
育

　

所
の
駐
車
場
も
利
用
で
き
ま
す

　

が
、
な
る
べ
く
乗
り
あ
わ
せ
で

　

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

５
月
23
日
㈰　

11
時
～

14
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

■
内
容

　

保
育
園
児
の
歌
、
ホ
ー
ル
イ
ベ

ン
ト
、
バ
ザ
ー
、
の
み
の
市
、
お

茶
席
、
ミ
ニ
寄
せ
植
え
、
花
の
苗

即
売
、
ゲ
ー
ム
、
工
作
・
ミ
ニ
消

防
自
動
車
乗
車
コ
ー
ナ
ー
な
ど

■
場
所
・
問
合
せ

　

東
予
北
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
６

－

４
１
８
５

※
当
日
は
、
日
泉
ポ
リ
テ
ッ
ク
東

　

予
、
す
ぱ
ー
く
東
予
の
駐
車
場

　

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

毎
年
、
河
原
津
海
岸
で
開
催
し

て
い
る
「
立
て
干
し
網
」
の
開
催

日
が
決
定
し
ま
し
た
。
詳
細
は
、

広
報
紙
６
月
号
の
折
込
チ
ラ
シ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
開
催
日　

６
月
13
日
㈰

■
入
場
開
始
時
間

　

14
時
30
分
予
定
（
潮
状
況
で
若

干
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

■
問
合
せ

　

東
予
総
合
支
所
農
林
水
産
課

　

林
政
漁
政
係

第
13
回　

鞍
瀬
川
自
然
観
察
会

ア
ク
テ
ィ
ブ
レ
ン
ジ
ャ
ー
写
真
展

～
中
国
四
国
地
方
の
自
然
～

第
１
回　

自
然
観
察
会

干
潟
の
生
き
物
を
観
察
し
よ
う

東
予
南
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

平
成
22
年
「
立
て
干
し
網
」

開
催
日
決
定
！

東
予
北
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第15回男女共同参画社会づくり推進県民大会
■日時　６月22日㈫　13時～15時40分
■場所　ひめぎんホール　サブホール（松山市）
■内容　基調講演
　講師：㈱東レ経営研究所社長　佐々木常夫氏
　演題：いまなぜワーク・ライフ・バランスか？
■申込先　愛媛県男女参画課　℡089－912－2332
※会場へは市の公用バスを運行しますので、利用を希望される
　方は、市庁舎本館総務課へご連絡ください。

日本女性会議2010 きょうと
■日時　10月１日㈮・２日㈯
■場所　国立京都国際会館ほか（京都市左京区）
■内容　基調講演、分科会、交流会など
■主催　日本女性会議2010きょうと実行委員会
※詳しくは実行委員会のホームページをご覧ください。
　URL http://joseikaigi2010kyoto.jp/

男女共同参画社会づくり関連の大会等のご案内

問合せ　市庁舎本館総務課
　　　　男女共同参画係　℡0897－52－1206

　愛媛県代表として、西条祭りのだんじり５台が出演する
勇壮な四国の祭りに出かけてみませんか？

イベント内容
　西条祭りだんじり、阿波
踊り、よさこい鳴子踊り、
香川の祭りの出演。「ＲＮ
Ｃラジオ祭り」での放送、
四国の食に関する物産展も
開催する予定です。

５月８日㈯　10時～19時
※だんじりの出演は、15時～19時予定

高松市サンポート高松（ＪＲ高松駅横）

日時

場所

問合せ　観光交流センター内　観光振興課　℡0897－47－3575

▲昨年開催の「四国の祭り2009」
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【
開
催
日
・
場
所
】

　

５
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰

　

総
合
文
化
会
館

【
美
術
展
】

■
展
示
時
間

○
８
日　

10
時
～
17
時

○
９
日　

10
時
～
16
時

■
展
示
作
品

　

書
道
、
洋
画
、
押
し
花
、
陶
芸
、

写
真
、
生
花
、
日
本
画
、
俳
画
、

木
彫
、
川
柳

【
芸
能
祭
】

■
公
演
時
間

○
８
日　

12
時
20
分
～
18
時
20
分

○
９
日　

11
時
～
15
時
40
分

■
公
演
内
容

○
８
日　

日
舞
、
詩
吟
、
カ
ラ
オ
ケ

○
９
日　

大
正
琴
、
三
曲
、
コ
ー

　
　
　
　

ラ
ス
、
民
謡
、
器
楽

【
問
合
せ
】

　

市
庁
舎
別
館
社
会
教
育
課
内

　

西
条
文
化
協
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－
１
６
２
８

■
開
催
期
間

　

５
月
９
日
㈰
ま
で

　

９
時
30
分
・
13
時
の
２
回

※
５
月
１
日
㈯
～
５
日
㈬
は
15
時

　

の
回
も
開
催
し
ま
す
。

■
内
容
（
所
要
時
間
・
約
90
分
）

　

ツ
ア
ー
マ
ッ
プ
を
使
っ
て
の
工

場
見
学
、
ビ
ー
ル
の
豆
知
識
の
紹

介
、ビ
ー
ル
（
１
人
３
杯
ま
で
）、

ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
の
試
飲
。

※
お
子
さ
ま
は
筆
記
用
具
を
お
持

　

ち
く
だ
さ
い
。

■
定
員　

各
回
30
人
（
土
・
日
曜

・
祝
日
は
各
回
80
人
）

■
場
所
・
申
込
先
（
予
約
制
）

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
四
国
工
場

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

７
７
７
０

■
日
時　

５
月
30
日
㈰

　

９
時
～
13
時
（
雨
天
決
行
）

■
場
所　

道
前
育
成
園
運
動
場

■
内
容

　

季
節
の
野
菜
、
花
類
、
ク
ッ
キ

ー
、
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
の
販
売
、

う
ど
ん
な
ど
の
バ
ザ
ー

■
問
合
せ　

道
前
育
成
園

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
６

－

１
９
５
９

【
ア
ケ
ボ
ノ
ツ
ツ
ジ　

観
察
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス
】

■
開
催
期
間　

５
月
５
日
㈬
ま
で

■
場
所

　

石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
山
頂

成
就
駅
～
成
就
社

■
内
容
（
所
要
時
間
・
約
２
時
間
）

　

コ
ー
ス
の
案
内
図
・
案
内
看
板

を
目
印
に
、
石
鎚
山
系
の
ア
ケ
ボ

ノ
ツ
ツ
ジ
や
石
鎚
桜
を
観
察
し
な

が
ら
、
自
由
に
散
策
し
ま
す
。

【
山
菜
天
ぷ
ら
の
試
食
】

■
日
時

　

５
月
４
日
㈫　

11
時
～
14
時

■
場
所　

成
就
社
境
内

■
内
容

　

た
ら
の
芽
、
た
し
っ
ぽ
な
ど
、

山
菜
天
ぷ
ら
の
試
食
（
山
菜
が
無

く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
）

【
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
運
賃
を
割
引
】

　

こ
の
記
事
（
コ
ピ
ー
可
）
を
、

下
谷
駅
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
窓
口
へ

お
示
し
い
た
だ
く
と
、
５
月
中
の

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
往
復
運
賃
を
２
割

引
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※
ご
家
族
・
グ
ル
ー
プ
で
、
５
人

　

ま
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
㈱

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
９

－

０
３
３
１

■
日
時

　

６
月
20
日
㈰　

14
時
開
演

■
場
所　

松
山
市
民
会
館
ホ
ー
ル

■
内
容

　

海
上
自
衛
隊
・
呉
音
楽
隊
の
演

奏
、
呉
音
楽
隊
と
松
山
市
民
吹
奏

楽
団
の
共
同
演
奏

■
入
場
整
理
券
の
申
込
方
法

　

返
信
用
封
筒
を
同
封
し
、
５
月

31
日
㈪
（
必
着
）
ま
で
に
次
の
宛

先
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

返
信
用
封
筒
に
は
返
信
用
の
切

手
を
は
り
、
次
の
必
要
事
項
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

○
必
要
事
項

　

表
面
…
本
人
の
住
所
・
氏
名

　

裏
面
…
必
要
枚
数
（
４
枚
ま
で
）

○
宛
先

　

〒
７
９
０

－

０
０
０
３

　

松
山
市
三
番
町
８
丁
目
３
５
２

－

１　

自
衛
隊
愛
媛
地
方
協
力
本

部　

広
報
室

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

　

選
で
決
定
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

自
衛
隊
愛
媛
地
方
協

力
本
部　

広
報
室

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
４
１

－

８
３
８
１

第
39
回　

西
条
地
域
春
季
市
民

芸
術
文
化
祭

石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

イ
ベ
ン
ト
情
報

ア
サ
ヒ
の
ビ
ー
ル
工
場

親
子
探
検
ツ
ア
ー

道
前
育
成
園

ふ
れ
あ
い
即
売
会

自
衛
隊
愛
媛
地
方
協
力
本
部

第
30
回
ふ
れ
愛
コ
ン
サ
ー
ト

　四国鉄道文化館では、展示
中のＤＦ501ディーゼル機関
車のエンジンルームを公開し
ました。車体に沿って設置し
た見学用通路から内部を見る
ことができます。
　ＤＦ50形はディーゼルエンジンで発電機を回し、この電
気でモーターを駆動させて走行する珍しい構造です。通路
からは巨大なエンジンや発電機、客車に供給する暖房用ス
チームを作る蒸気発生器などを見ることができ、機関車は
内部も頑丈で力強い姿だと分かります。

■四国鉄道文化館・十河信二記念館の５月休館日
　毎週水曜日（５日開館）、６日㈭　 ※観光交流センターは無休。
■開館時間　８時～19時
■入館料（四国鉄道文化館のみ）　一般：300円 　小・中学生：100円

問合せ　観光交流センター内　観光振興課　℡0897－47－3575
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【
春
の
昆
虫
観
察　

チ
ョ
ウ
編
】

■
日
時　

５
月
９
日
㈰

　

13
時
～
15
時　

※
雨
天
中
止

■
定
員　

10
人

■
参
加
費　

６
０
０
円

【
草
木
染
】

■
日
時
（
い
ず
れ
か
の
日
時
）

　

５
月
12
日
㈬
・
13
日
㈭

　

10
時
～
14
時

■
内
容

　

ス
イ
バ
の
根
で
染
め
ま
す
。

■
定
員　

各
６
人

■
参
加
費　

１
４
０
０
円
（
昼
食

代
込
。
素
材
代
別
途
必
要
）

【
新
緑
の
ブ
ナ
林
を
歩
く
】

■
日
時
（
い
ず
れ
か
の
日
時
）

　

５
月
17
日
㈪
～
21
日
㈮

　

９
時
～
16
時　

※
雨
天
中
止

■
内
容

　

自
然
観
察
を
し
な
が
ら
成
就
社

周
辺
の
ブ
ナ
林
を
散
策
し
ま
す
。

■
定
員　

各
10
人

■
参
加
費

　

５
千
円
（
昼
食
代
別
途
必
要
）

【
申
込
先
】

　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
９

－

０
２
０
３

　

消
防
署
で
は
消
火
訓
練
用
と
し

て
、
消
火
薬
剤
の
代
わ
り
に
水
が

入
っ
て
い
る
消
火
器
や
、
光
セ
ン

サ
ー
で
消
火
の
効
果
が
確
認
で
き

る
器
材
等
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止

め
る
た
め
、
自
治
会
や
事
業
所
、

各
種
団
体
な
ど
で
、
正
し
い
消
火

器
の
使
用
方
法
と
初
期
消
火
に
つ

い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
申
込
先　

○
東
消
防
署
消
防
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

○
西
消
防
署
消
防
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

■
日
時

　

６
月
13
日
㈰
・
19
日
㈯
・
20
日

㈰　

９
時
～
17
時
（
全
３
回
）

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
集

会
室
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
参
加
費

　

７
０
０
０
円
（
昼
食
代
等
込
）

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限　

６
月
６
日
㈰

■
申
込
先

　

西
条
市
ス
キ
ー
協
会
（
青
木
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
６
３
６

■
日
時

　

５
月
16
日
㈰　

10
時
出
発

■
コ
ー
ス　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

～
ア
ク
ア
ト
ピ
ア
水
系
な
ど

■
内
容

　

市
街
地
の
う
ち
ぬ
き
や
ア
ク
ア

ト
ピ
ア
水
系
な
ど
を
ガ
イ
ド
と
一

緒
に
巡
り
、
西
条
の
水
・
歴
史
・

環
境
な
ど
を
学
び
ま
す
。

■
定
員　

20
人

■
申
込
期
限　

５
月
10
日
㈪

■
申
込
先　

十
河
信
二
記
念
館
内

　

西
条
市
観
光
協
会

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－
２
６
０
５

E ﾒｰﾙkankou.im
adoki-saijo@

circus.ocn.ne.jp

■
日
時

　

５
月
16
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

西
消
防
署
救
急
実
習
室

■
内
容

　

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
な
ど
の
講
習

■
申
込
先

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

○
東
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
各
種
教
室

消
火
器
の
取
り
扱
い
訓
練
を

実
施
し
ま
せ
ん
か

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

ガ
イ
ド
と
学
ぶ

水
め
ぐ
り
学
習
会

赤
十
字
救
急
法
講
習
会

日　　時 場　　所行　　事　　名

行事の日程・場所等は、主催者側の都合で変更することがあります。

東予体育館

ひうち球場ほか

丹原総合公園ほか

東予運動公園野球
場

東予運動公園野球場

東予体育館

瓶ヶ森駐車場～
土小屋第２駐車場

ひうち球場ほか

東予運動公園多目
的広場

西条市スポーツ少年団
空手道大会
第５回西条市長旗争奪
リトルシニア野球大会
西条市ソフトボール協会杯
大会（壮年）
四国・九州アイランドリー
グ公式戦　愛媛ＶＳ香川
西条市スポーツ少年団
春季ミニバス大会
石鎚山系元気ウォーキング
大会
第27回全日本少年軟式野球
大会四国予選
第65回国体軟式野球競技成
年男子　愛媛県予選大会
西条市スポーツ少年団　リーグ
決勝トーナメント（ソフトボール）

９日　9：00

14日 18：00

16日　8：00

16日 10：30

23日　8：00

２日　8：30

３日　8：30
４日　8：30

21日　9：00
22日　9：00
22日　9：00
23日　9：00

●日時　５月17日㈪　19時～20時30分
●内容　アスパラガス、絹かわなす、トマトなど
　旬の野菜の選び方やレシピ紹介、料理の試食。
●講師　野菜ソムリエ　杉森哲史氏
●定員　30人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　500円　　●申込期限　５月11日㈫　

【臨時休館】　５月10日㈪・24日㈪は清掃作業などのため休館します。

●日時　５月29日㈯　10時～13時
●内容　地元の新茶を使って、おいしいパンとケ
　ーキ（ムース）を作ります。
●講師　ＪＨＢＳ　余吾加代子氏
●定員　16人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　2,000円　　●申込期限　５月22日㈯
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■
日
時　

５
月
８
日
㈯

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
研

修
室
１
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
講
師　

ラ
イ
ア
ン
・
ダ
シ
ュ
ケ

ウ
ィ
ッ
チ
さ
ん

■
テ
ー
マ

　

M
yself, the U

SA
 and N

ew
 

York City

※
講
座
は
英
語
で
行
い
ま
す
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

■
主
催　

エ
リ
ス
（
西
条
英
語
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
）

■
講
習
期
間
・
時
間

　

６
月
～
平
成
23
年
３
月
（
18
回
）

○
小
学
生

　

17
時
30
分
～
18
時
15
分

○
中
学
生
・
高
校
生

　

18
時
25
分
～
19
時
15
分

■
場
所　

佐
伯
記
念
館
・
郷
土
資

料
館
、
丹
原
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容

　

地
球
サ
イ
ズ
の
友
情
を
築
き
上

げ
て
き
た
松
下
文
治
氏
に
よ
る
英

会
話
・
マ
ナ
ー
の
講
座

■
対
象
・
定
員

○
小
学
１
・
２
年
生　

15
人

○
小
学
３
・
４
年
生　

15
人

○
小
学
５
・
６
年
生　

15
人

○
中
学
生　
　
　
　
　

10
人

○
高
校
生　
　
　
　
　

10
人

■
受
講
料　

年
額
１
万
円

■
申
込
期
限　

５
月
20
日
㈭

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽 

　

選
で
決
定
し
ま
す
。

■
申
込
先

　

丹
原
総
合
支
所
内　

市
教
育
委

員
会
丹
原
分
室　

教
育
振
興
係

■
日
時

　

５
月
22
日
㈯
、
６
月
12
日
㈯

　

７
月
10
日
㈯
、
８
月
28
日
㈯

　

９
月
18
日
㈯
、
10
月
23
日
㈯

　

11
月
27
日
㈯　

14
時
～
16
時

■
場
所　

西
条
農
業
高
等
学
校

■
内
容

　

西
条
農
高
産
の
大
豆
で
の
豆
腐

づ
く
り
、小
物
製
作
、パ
ソ
コ
ン
、

木
製
表
札
づ
く
り
、
焼
き
菓
子
製

造
、
再
生
紙
づ
く
り
、
木
工
教
室

■
定
員　

25
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料　

２
５
０
０
円

■
申
込
期
限　

５
月
７
日
㈮

■
申
込
先

　

西
条
農
業
高
等
学
校
（
藻
利
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
６
１
１

国
際
理
解
講
座

国
際
社
会
を
考
え
る
講
座

西
農
ふ
れ
あ
い
体
験
学
級

■日程　７月～平成23年３月　月１回・２時間程度
■内容　７月：キッチンハーブの楽しみ方
　　　　８月：観葉植物の寄せ植え（丹原高校で実施）
　　　　10月：自然体験（石鎚ふれあいの里で実施）
　　　　12月：正月用寄せ植え盆栽
　　　　３月：寄せ植え盆栽の植え替えと管理
■対象・定員　一般・各40人程度 ■日程（各コース６回）

　Ａコース：７月22日㈭・23日㈮・27日㈫・29日㈭・
　　　　　　30日㈮・８月３日㈫　13時～15時
　Ｂコース：６月15日㈫・16日㈬・18日㈮・22日㈫・
　　　　　　23日㈬・25日㈮　19時～21時
■内容　Ａコース：文書作成（ワード）
　　　　Ｂコース：表計算（エクセル）
■対象・定員　一般・各コース14人

■日程　６月開講　月１回（全８回）
■内容　健康と気功（４回）
　　　　健康とウォーキング（４回）
■対象・定員　一般・30人

■日程　６月開講　月１回・土曜日　９時～12時
■内容　クレパスや折り紙で動物や乗り物などを描き、
　　　子どもの豊かな感性と表現力を養います。
　　　※画材・用紙代等で、2500円程度必要です。
■対象・定員　小学１～５年生・30人

■日程　６月開講　毎月第４土曜日　10時～12時
■内容　自分が感じたこと感じたままの気持ちを、絵と
　　　短い言葉で表現し、伝える楽しさを学びます。
■対象・定員　一般・15人

■日程　６月開講　毎月第１・３水曜日
　Ａクラス：10時～　　Ｂクラス：13時30分～
■内容　国際化時代を迎え、国際感覚を高めるため、外
　　　国人講師による生きた英会話を学習します。
■対象・定員　一般・各クラス20人程度

申込期間：５月１日㈯～25日㈫

▼ 遊学講座

▼ 初級パソコン講座

▼ 子ども美術講座

▼ 健康と気功＆健康とウォーキング講座

▼ 英会話講座

▼ 初心者絵手紙講座

　各公民館に設置してある中央公民館講座の案内チ
ラシに申込書が付いていますので、必要事項を記入
して、中央公民館に提出してください。
　各講座とも定員を超えた場合は抽選となります。
※各講座の受講料は無料ですが、学習教材代などの
　実費が必要です。
■申込期間　５月１日㈯～25日㈫
■問合せ　中央公民館　℡0898－65－4030

▼ 中央公民館講座の申込方法 ▼
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■
経
営
・
管
理
研
修

○
コ
ー
チ
ン
グ
研
修
オ
リ
エ
ン
テ

　
ー
シ
ョ
ン

　

５
月
29
日
㈯

　

申
込
期
限
…
５
月
21
日
㈮

○
コ
ー
チ
ン
グ
研
修
（
理
論
）

　

６
月
５
日
㈯

　

申
込
期
限
…
５
月
26
日
㈬

■
パ
ソ
コ
ン
研
修

○
ア
ク
セ
ス
基
本
操
作

　

６
月
５
日
㈯
・
12
日
㈯

　

申
込
期
限
…
５
月
21
日
㈮

○
エ
ク
セ
ル
基
本
操
作

　

６
月
９
日
㈬
・
10
日
㈭

　

申
込
期
限
…
５
月
26
日
㈬

○
ワ
ー
ド
基
本
操
作

　

６
月
16
日
㈬

　

申
込
期
限
…
６
月
２
日
㈬

○
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
で
チ
ラ
シ

　
を
作
っ
て
み
よ
う

　

６
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

　

申
込
期
限
…
５
月
28
日
㈮

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
で
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
っ
て
み
よ
う

　

６
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

　

申
込
期
限
…
６
月
４
日
㈮

■
問
合
せ　

各
講
座
は
受
講
料
等

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
東
予
産

業
創
造
セ
ン
タ
ー
（
ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１
）
へ
。

　

心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
興
味

の
あ
る
方
、
子
育
て
や
人
間
関
係

に
不
安
の
あ
る
方
に
役
立
つ
、
初

級
コ
ー
ス
の
講
座
で
す
。

■
日
時
（
全
４
回
）

　

７
月
10
日
㈯　

13
時
～
17
時

　

７
月
11
日
㈰　

９
時
～
17
時

　

７
月
24
日
㈯　

13
時
～
17
時

　

７
月
25
日
㈰　

９
時
～
17
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
研

修
室
２
（
も
て
こ
い
元
気
館
）

■
講
師　

え
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
代
表　

南
修
治
氏

■
対
象

　

市
内
に
在
住
・
在
勤
す
る
方

■
定
員　

50
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
で
決
定
し
ま
す
）

■
申
込
方
法

　

申
込
先
に
あ
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
５
月
31
日
㈪
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

人
権
教
育
課
の
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

■
申
込
先

○
市
庁
舎
別
館
人
権
教
育
課

　

人
権
教
育
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
６
０

○
各
総
合
支
所
内

　

市
教
委
各
分
室　

教
育
振
興
係

○
各
公
民
館

■
日
時

　

５
月
22
日
㈯　

10
時
～
12
時

■
場
所

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
テ
ー
マ　

知
ら
な
き
ゃ
損
す
る

　

住
宅
版
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

■
内
容

　

各
分
野
の
プ
ロ
が
安
心
・
安
全

で
快
適
な
家
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

■
申
込
先　

い
し
づ
ち
森
林
組
合

内　

西
条
地
産
地
消
の
家
づ
く
り

推
進
協
議
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
１
８
０

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

人
材
育
成
研
修
講
座

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養
成
講
座

「
地
産
地
消
」

　

家
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

　平成23年の歌会始のお題は「葉」と定められました。
■詠進要領
①詠進歌は自作の短歌１人１首とし、未発表のもの。
②書式は、半紙（習字用）を横長に用い、右半分にお題
　と短歌、左半分に郵便番号、住所、電話番号、氏名（本
　名・ふりがな）、生年月日、職業（具体的に。無職の
　場合は「無職」）を縦書で書いてください。
③半紙には、毛筆で自書してください。
④病気の方・身体に障害のある方は、代筆（墨書）または
　ワープロ、パソコンなどを使用できます。この場合、
　理由（代筆の場合は代筆者の住所・氏名を併せて）を
　別紙に書いてください。視覚障害のある方は点字での
　詠進が可能です。
■注意事項　次の場合は失格となります。
　①お題を詠んでいない場合②１人で２首以上詠進した
場合③すでに発表された短歌と同一か類似していた場合
④詠進歌を歌会始の行われる以前に、新聞、雑誌、その
他の出版物、年賀状などで発表した場合⑤代筆の理由書
を添えた場合を除き、同筆と認められる場合⑥住所、氏
名、生年月日、職業を書いていない場合、その他詠進要
領によらない場合。
■宛先
　封筒に「詠進歌」と書き添え、９月30日㈭（消印有効）
までに「〒100－8111　宮内庁」へ郵送してください。
■問合せ
　郵便番号・住所・氏名を書き、返信用切手をはった封
筒を添えて、９月20日㈪までに宮内庁式部職へ郵送でお
問い合わせください。また、宮内庁のホームページをご
参照ください。
　URL http://www.kunaicho.go.jp/

歌会始のお題と詠進要領
　平成23年は「葉」

「千の風になったあなたへ贈る手紙」朗読者募集

　「千の風のふるさとづくり」を行っている西条市では、
「千の風になったあなたへ贈る手紙」（新井満監修／「千
の風手紙」プロジェクト編／朝日新聞出版発行）の発刊と
西条市への手紙の原書の寄託を記念して、
「千の風物語」と題したシンポジウム・朗
読会を６月27日㈰に開催します。
　この朗読会での朗読者を募集します。
　亡くなった大切な人への思いを込め、心
温まる手紙の数々を朗読してみませんか。

■募集期間　５月18日㈫まで（必着）　■募集人員　８人
■応募方法　住所・氏名・年齢・電話番号を商工労政課へ
　　　　　　お知らせください。
　　　　　　※朗読者の選考は、面接等で行います。
■応 募 先　市庁舎本館商工労政課
　　　　　　℡0897－52－1482　　FAX0897－52－1200
　　　　　　Eﾒｰﾙ shokorosei@saijo-city.jp

得
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作
品
募
集

自
衛
官
募
集

国家公務員中途採用者選考試験 行政（一）１級の係員等を採用するための試験

※この試験に関する詳細情報は、人事院ホームページ（http://www.jinji.go.
  jp/）に順次掲載していきます。

行政事務

仕事の種類試験の区分

皇宮護衛官

林業

機械

税務

入国警備官

▼試験の区分等　※申し込むことができる「試験の区分」は一つに限ります。

国の官署における一般の行政事務

税務署などにおける国税の賦課・徴収等の事務

地方運輸局などにおける自動車の検査、整備事業の発達、改善等の技術的業務

森林管理局などにおける森林の保護・管理、造林等の森林施業等の技術的業務

天皇皇后両陛下・皇族各殿下の護衛業務と皇居・御所等の警備業務

刑務所、拘置所などにおける被収容者に対する日常生活の指導、職業訓練指導、悩み事に対する指導
および保安警備等の業務（刑務Ｂの場合は、主として女子収容施設に配置されます）

入国者収容所および各地方入国管理局などにおける不法滞在者の摘発、被収容者の処遇、送還等の業務

刑務官
刑務Ａ（男子）
刑務Ｂ（女子）

　人事院では平成22年度において、国家公務員中途
採用者選考試験を次のとおり実施します。
■受験資格
　昭和45年４月２日～昭和56年４月１日生まれの方
■採用予定数　全区分合計で130人程度
■採用予定日　おおむね平成23年４月１日
■試験日程　１次選考：９月５日㈰
※２次選考・最終選考は試験の区分によって異なり
　ます。詳しくは「受験案内」をご覧ください。
■申込受付期間　６月22日㈫～29日㈫

■受験案内・申込用紙の請求方法
　「中途採用請求」と朱書きした封筒に、返信用封筒（140円
の切手を貼った、あて先明記の角形２号・Ａ４判の封筒）を同
封の上、５月10日㈪以降に下記請求先へ請求してください。
■受験案内等の請求先・問合せ
　人事院四国事務局　〒760－0068　高松市松島町１－17－33
　℡087－831－4765

受験案内・申込用紙は５月10日㈪から配布します
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●趣味の手芸展
　パッチワーク、創作アップリケ、中川公民館・手芸クラ
ブによるバッグ、エコクラフト倶楽部による籠を展示。
期間　５月15日㈯～６月３日㈭
●俳句・俳画展
　市内の愛好家の作品を展示。　期間　５月９日㈰まで

【開館時間】８時30分～17時
【５月休館日】月曜日、４日㈫、５日㈬

●かずらアート展
　市内在住の南勝正さん主宰の「つづら会」によるかずら
アート展。身のまわりの素材が、リビング、キッチンなど
生活を飾る作品に変わった姿を展示。
　併せて寺田博さんの瓢箪加工作品も展示。
期間　５月１日㈯～28日㈮

●考古学講座
テーマ　新池・古池遺跡
講師　㈶愛媛県埋蔵文化財調査センター　岡田敏彦氏
日時　５月23日㈰　13時～15時
対象　小学生以上

【開館時間】９時～17時　
【５月休館日】月曜日（３日開館）、６日㈭、７日㈮、11日㈫、12日㈬

●日本コリークラブ愛媛支部展
　コリー犬とシェルティー犬が集まり、ドッグショーを行
います。
日時　５月30日㈰　10時～16時　※雨天決行　
場所　石鎚山ハイウェイオアシス　イベント広場　
●水墨画展
　小松日本画教室の会員（中田末一、
高橋昭四郎、石川泉）が描いた風景・
花などの作品を展示。
期間　５月１日㈯～６月28日㈪　　場所　椿交流館
【開館時間】オアシス：９時～18時（有料展示館の入館受付は９時30分～17時30分）
　　　　　　椿交流館：10時～22時（札止め21時30分）
【５月休館日】オアシス：無休　　椿交流館：水曜日（５日開館）

●小松・西条遍路道しるべ展２
　先月に引き続き、香園寺から飯岡の間にある遍路道しる
べを写真と資料で紹介。　　期間　５月16日㈰まで
●東海道五十三次展
　当館所有の東海道五十三次（レプリカ）の展示。
期間　５月20日㈭～７月11日㈰
●和紙あんどん作り教室　ー生徒募集ー
　本市特産の手すき和紙を用いて、柔らかい光を放つあん
どんを作ります。
日時　６月２日㈬、９日㈬、16日㈬　10時～12時
定員　10人（先着順）　材料費　2,500円程度
必要な物　木工用ボンド、カッターナイフ、小筆
申込期限　５月22日㈯

【開館時間】９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）
【５月休館日】月曜日（３日開館）、６日㈭、７日㈮、11日㈫、12日㈬

●水中エアロビクス教室　ー参加者募集ー
開講日　６月１日㈫～７月６日㈫の毎週火曜日（全６回）
　　　　19時～19時45分
参加費　3,000円（６回コース）
対　象　15歳以上の男女
●「こどもの日」無料開放
日時　５月５日㈬　10時～21時　※１回の利用２時間以内
対象　小・中学生
●無料平泳ぎ教室
日時　５月22日㈯　10時30分～11時
対象　市内小・中学生
●市内小・中学生無料開放日
日時　５月１日㈯・８日㈯ 　10時～12時
●水中モニターを設置しています
　水中での動きを映像によって確認し、効果的に水中フォ
ームなどをチェックできます。

【開館時間】10時～21時　【５月休館日】月曜日（３日開館）、６日㈭

【開館時間】９時～17時　
【５月休館日】月曜日（３日開館）、６日㈭、７日㈮、11日㈫、12日㈬

●特別展示　擇善堂と西条小学校
　西条藩の藩校であった擇善堂から西条小学校までの名前
の変遷を、当時の教育制度の変遷にあわせて紹介。
期間　５月１日㈯～30日㈰
●郷土史講座　
　藩祖頼純公の治水事業について ～「神保家文書」に見る～
日時　５月20日㈭　13時30分～15時30分
講師　西条史談会顧問　三木秋男氏
定員　30人　　申込期限　５月13日㈭

たくぜんどう

区分 使用登録料（年度ごと） 使用料（１回につき）

西条市民 無料 300円

市外の方 1,000円 300円

ひょうたん

広報さいじょう　2010　5月号 20



●趣味の手芸展
　パッチワーク、創作アップリケ、中川公民館・手芸クラ
ブによるバッグ、エコクラフト倶楽部による籠を展示。
期間　５月15日㈯～６月３日㈭
●俳句・俳画展
　市内の愛好家の作品を展示。　期間　５月９日㈰まで

【開館時間】８時30分～17時
【５月休館日】月曜日、４日㈫、５日㈬

●かずらアート展
　市内在住の南勝正さん主宰の「つづら会」によるかずら
アート展。身のまわりの素材が、リビング、キッチンなど
生活を飾る作品に変わった姿を展示。
　併せて寺田博さんの瓢箪加工作品も展示。
期間　５月１日㈯～28日㈮

●考古学講座
テーマ　新池・古池遺跡
講師　㈶愛媛県埋蔵文化財調査センター　岡田敏彦氏
日時　５月23日㈰　13時～15時
対象　小学生以上

【開館時間】９時～17時　
【５月休館日】月曜日（３日開館）、６日㈭、７日㈮、11日㈫、12日㈬

●日本コリークラブ愛媛支部展
　コリー犬とシェルティー犬が集まり、ドッグショーを行
います。
日時　５月30日㈰　10時～16時　※雨天決行　
場所　石鎚山ハイウェイオアシス　イベント広場　
●水墨画展
　小松日本画教室の会員（中田末一、
高橋昭四郎、石川泉）が描いた風景・
花などの作品を展示。
期間　５月１日㈯～６月28日㈪　　場所　椿交流館
【開館時間】オアシス：９時～18時（有料展示館の入館受付は９時30分～17時30分）
　　　　　　椿交流館：10時～22時（札止め21時30分）
【５月休館日】オアシス：無休　　椿交流館：水曜日（５日開館）

●小松・西条遍路道しるべ展２
　先月に引き続き、香園寺から飯岡の間にある遍路道しる
べを写真と資料で紹介。　　期間　５月16日㈰まで
●東海道五十三次展
　当館所有の東海道五十三次（レプリカ）の展示。
期間　５月20日㈭～７月11日㈰
●和紙あんどん作り教室　ー生徒募集ー
　本市特産の手すき和紙を用いて、柔らかい光を放つあん
どんを作ります。
日時　６月２日㈬、９日㈬、16日㈬　10時～12時
定員　10人（先着順）　材料費　2,500円程度
必要な物　木工用ボンド、カッターナイフ、小筆
申込期限　５月22日㈯

【開館時間】９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）
【５月休館日】月曜日（３日開館）、６日㈭、７日㈮、11日㈫、12日㈬

●水中エアロビクス教室　ー参加者募集ー
開講日　６月１日㈫～７月６日㈫の毎週火曜日（全６回）
　　　　19時～19時45分
参加費　3,000円（６回コース）
対　象　15歳以上の男女
●「こどもの日」無料開放
日時　５月５日㈬　10時～21時　※１回の利用２時間以内
対象　小・中学生
●無料平泳ぎ教室
日時　５月22日㈯　10時30分～11時
対象　市内小・中学生
●市内小・中学生無料開放日
日時　５月１日㈯・８日㈯ 　10時～12時
●水中モニターを設置しています
　水中での動きを映像によって確認し、効果的に水中フォ
ームなどをチェックできます。

【開館時間】10時～21時　【５月休館日】月曜日（３日開館）、６日㈭

【開館時間】９時～17時　
【５月休館日】月曜日（３日開館）、６日㈭、７日㈮、11日㈫、12日㈬

●特別展示　擇善堂と西条小学校
　西条藩の藩校であった擇善堂から西条小学校までの名前
の変遷を、当時の教育制度の変遷にあわせて紹介。
期間　５月１日㈯～30日㈰
●郷土史講座　
　藩祖頼純公の治水事業について ～「神保家文書」に見る～
日時　５月20日㈭　13時30分～15時30分
講師　西条史談会顧問　三木秋男氏
定員　30人　　申込期限　５月13日㈭

たくぜんどう

区分 使用登録料（年度ごと） 使用料（１回につき）

西条市民 無料 300円

市外の方 1,000円 300円

ひょうたん

●春季読書マラソン
　期間中（４月16日～５月15日）に読んだ本の名前を記録
し、42冊（21冊）読み終えた方に記念品を贈呈します。
　記録表は４月９日からこどもの国で配布中。
　記録表の提出期間は、５月８日㈯～23日㈰です。
●のみの市
　ご家庭に不用品があればご提供ください。
日時　５月１日㈯～９日㈰　　主催　どんぐり委員会
●五月人形展
期間　５月１日㈯～５日㈬

【開館時間】８時30分～17時
【５月休館日】月曜日（３日開館）、６日㈭、７日㈮、11日㈫、12日㈬

ピノキオのぼうけん～星からのおくりもの～
投影開始時間（10分前にはお越しください 投影時間約40分）
○火～土曜日：13時30分、15時
○日曜日･祝日：11時、13時10分、14時20分、15時30分
○第２・第４土曜日は、10時のみ無料投影をしています。
※観覧料（50～200円）が必要です。65歳以上の方は無料。

▼　プラネタリウム情報　▼

こどもの国　５月の行事予定表　　　

定員制の行事や教室は早めに、直接または電話で、こどもの国へ
予約してください。

行事・教室名 日　　時 備　　　　考

楽しい英語絵本の
読み聞かせ

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせ

ストーリーテリング

おはなしのへや

毎週土曜日
11：00～11：30

毎週土曜日
14：00～14：30

５歳～小学６年生
幼児は保護者同伴
定員：20人　材料費：500円

幼児（保護者同伴）
定員：15人

５歳～小学生　幼児は保護者同伴
定員：15人　材料費：500円
必要な物：牛乳パック

簡単工作遊び
　～親子で遊ぼう～

おもしろ竹細工教室
　バランスとんぼオリジナル

太陽や星を見る会（第１回）
～春の星座と金星・火星・土星～

トールペイント
　～かわいいこいのぼり～

26日㈬
10：00～11：00

ポーラセーツ
　～オリジナルもようの
　　おもちゃわんを作ろう～

23日㈰
13：30～15：30

楽しい電子工作
　光センサーライト

23日㈰
10：00～12：00

16日㈰
13：30～15：30

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

小学生以上　定員：15人
小学１～３年生は保護者同伴

小学生以上　定員：60人
小学１～３年生は保護者同伴

木彫教室 29日㈯
13：30～15：30

22日㈯
13：30～15：30

22日㈯
19：30～20：30

小・中学生　定員：15人
材料費：30～400円
必要な物：絵の具道具

楽しい野外活動！
 こどもの国の運動場でピザ作り

30日㈰
10：00～12：00

小学生　定員：15人
材料費：350円

行事・教室名 日　　時 備　　　　考

５歳～中学生　幼児は保護者同伴
定員：16人　材料費：250円
必要な物：エプロン

小学２～６年生　定員：10人
必要な物：絵の具道具

小学生　定員：10人
小学１～３年生は初級コース

小学３年～中学生
定員：10人　材料費：100円

幼児～小学生（保護者同伴）
必要な物：タオル・飲み物
（ある人は）子ども用のはっぴ

小学生　定員：24人

１日㈯・15日㈯
10：00～12：00絵画教室

小学生将棋大会

８日㈯
13：30～15：30

将棋教室

だんじりをかつごう

８日㈯
13：30～15：00

２日㈰
13：30～16：30

５日㈬
13：30～16：30

楽しい電子工作
（新）ひかり草笛

８日㈯
10：00～12：00

小学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

囲碁教室 ９日㈰
13：30～15：00

小・中学生　定員：10人

小学生　定員：30人９日㈰
14：00～15：00

15日㈯
13：30～15：30

五色百人一首で遊ぼう

イラスト教室

地球探検
滑川渓谷と動物園の仲良し教室

15日㈯
 9：00～16：00

小学４年生以上　定員：８人
４年生は保護者同伴
申込期限：５月５日㈬

小学３年生以上　定員：25人
申込期限：５月５日㈬
※雨天決行

15日㈯～ 全５回
毎週土曜日
14：00～16：00

パソコン教室

染め物教室

●木工創作教室
　初めての方でも簡単に作れます。材料費は個人負担。
日時　５月８日㈯・22日㈯　13時～16時
●水彩画教室
　初めての方でも基礎から習えます。用具は各自で準備。
日時　５月１日㈯・15日㈯　19時～22時
●中高年ピアノ教室
日時　５月19日㈬・26日㈬　13時～16時
対象　40歳以上の初心者
●企画展「同美会展」
期間　５月１日㈯～27日㈭
内容　油絵を展示します。
【開館時間】９時～22時
【５月休館日】月曜日（３日開館）、６日㈭、７日㈮、11日㈫、12日㈬

【開館時間】９時～17時30分
【５月休館日】水曜日（５日開館）、６日㈭、７日㈮、10日㈪、11日㈫、31日㈪

●特別展示　第９回 新収蔵資料展 －前期ー
　平成21年度中に郷土資料室へ寄贈された文物をお披露目
公開中。後期展は来年開催予定。
期間　５月23日㈰まで

【開館時間】９時～16時30分
【５月休館日】月曜日（３日開館）、６日㈭、７日㈮、11日㈫、12日㈬

●祐工窯　阿部祐工作品展
　西条出身で国画会会員の阿部祐工氏の作品を、館蔵品の
ほか、西条市・西条高等学校所蔵品と併せて展示。
期間　５月１日㈯～30日㈰
●祐工窯　阿部眞士作陶展
　祐工氏の息子・阿部眞士氏の磁器に
色絵付けをした作品群の展示・即売。　
期間　５月19日㈬～23日㈰　
      　最終日は15時まで
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●ゲーム遊び（要申込）
　５月８日㈯　14時～15時30分　対象：小学生　定員：15人
●リトミック（要申込）
　５月11日㈫
　①10時～10時30分　　　１歳６カ月～２歳未満のクラス
　②10時45分～11時15分　２歳以上のクラス
　定員：各クラス・親子10組
●西条・丹原児童館合同企画「チャレンジカップ」（要申込）
　５月15日㈯　10時30分～11時30分　
　対象：小学生　定員：20人
　内容：空気イス、紙コップ積みなどにチャレンジ
●工作広場「紙ヒコーキ」（要申込）
　５月22日㈯　10時30分～11時30分　
　対象：幼児、小学生　定員：20人
　内容：紙ヒコーキ「スカイキング」を作ります。

●わくわく工作「飛ばしてキャッチ作り」
　５月５日㈬　10時30分～11時30分　　対象：幼児、小学生
●こども映画会「ボルト」
　５月５日㈬　13時30分～15時
●茶道クラブ
　５月８日㈯　10時～12時　対象：幼児、小学生
●リズム教室
　５月15日㈯　10時30分～11時30分　対象：幼児～小学３年生
●ゲーム大会
　５月22日㈯　10時30分～11時30分　対象：幼児、小学生

【開館時間】８時30分～17時　【５月休館日】月曜日、４日㈫
※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。

【開館時間】西条図書館：９時～22時
　　　　　　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時
【５月休館日】
　西条図書館：31日㈪
　東予図書館：月曜日（３日開館）、６日㈭、７日㈮、11日㈫、12日㈬
　丹原図書館：金曜日、６日㈭、10日㈪、11日㈫、12日㈬、31日㈪
　小松温芳図書館：水曜日（５日開館）、６日㈭、７日㈮、10日㈪、
                  　　　　   11日㈫、31日㈪

▼西条図書館イベント案内　申込先：西条図書館
●図書館職員によるお話し会＆ワークショップ
　５月１日㈯　９時30分～11時30分　　
●読書会「輪読会」
　５月８日㈯　13時30分～15時　　定員：20人
●ぴょんぴょんお話会
　５月８日㈯　15時～16時　　対象：幼児
●ぴよぴよお話会
　５月19日㈬　10時～10時30分、10時30分～11時
　対象：０歳児以上

●７日・21日（金曜日）
オレンジハイツグラウンド　10：00～10：40
グリーンハイツグラウンド　10：50～11：30
玉津小学校　　　　　　13：00～13：30
田滝小学校　　　　　　14：20～14：50
田野公民館　　　　　　15：10～15：20
●14日・28日（金曜日）
船屋集会所　　　　　　10：00～10：40
玉津団地集会所　　　　10：50～11：20
西条小学校　　　　　　13：00～13：30
桜樹公民館　　　　　　14：30～15：00
中川公民館　　　　　　15：20～15：30

●１日・15日・29日（土曜日）
西条東中学校　　　　　10：00～10：20
西条西中学校　　　　　10：50～11：10
東予西中学校　　　　　13：00～13：20
河北中学校　　　　　　13：30～14：00
丹原西中学校　　　　　14：30～15：00

●８日・22日（土曜日）
楠河小学校　　　　　　10：00～10：30
三芳小学校　　　　　　10：40～11：20
国安小学校　　　　　　11：30～12：00
多賀小学校　　　　　　13：10～13：40
周布小学校　　　　　　13：50～14：20
吉井小学校　　　　　　14：30～15：00

●２日・16日・30日（日曜日）
千野々バス停前　　　　９：30～10：00
兎之山集会所　　　　　10：20～10：50
加茂公民館　　　　　　11：00～11：10
舟形バス停横　　　　　11：20～11：50

●３日・17日（月曜日）
旧西田郵便局横　　　　10：00～10：30
周桑病院　　　　　　　11：00～11：40
壬生川小学校　　　　　13：00～13：30
本谷温泉　　　　　　　13：50～14：20
庄内公民館　　　　　　14：40～15：20
●11日・25日（火曜日）
飯岡西原集会所　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　　10：50～11：20
橘小学校　　　　　　　12：50～13：20
ＪＡ西条神戸低温倉庫　13：30～13：40
伊曽乃神社鳥居前　　　13：50～14：20
小松農村環境改善センター　14：40～15：10
●５日・19日（水曜日）
大谷西　　　　　　　　10：00～10：40
西福寺入口　　　　　　10：50～11：20
神戸小学校　　　　　　13：00～13：30
神戸公民館　　　　　　13：40～14：20
氷見公民館　　　　　　14：40～15：20
大町公民館　　　　　　15：40～16：20
●12日・26日（水曜日）
野々市集会所　　　　　９：30～10：00
橘公民館　　　　　　　10：10～10：40
新御堂児童公園　　　　10：50～11：20
飯岡小学校　　　　　　13：00～13：50
生涯学習の館　　　　　14：00～14：40
港新地集会所　　　　　14：50～15：20
●６日・20日（木曜日）
若葉町みんなの広場　　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：40～11：20
禎瑞小学校　　　　　　13：00～13：30
徳田公民館　　　　　　14：00～14：40
吉岡小学校　　　　　　15：00～15：30

●ハンドメイド広場「こいのぼり作り」（先着順）
　５月５日㈬　10時～11時　対象：幼児、小学生　定員：30人
●～みんな集まれ～放課後ドッジボール大会！（自由参加）
　５月12日㈬　16時～16時50分　対象：小学生
●西条・丹原児童館合同企画「チャレンジカップ」（要申込）
　５月15日㈯　10時30分～11時30分
　対象：小学生　定員：20人
　内容：空気イス、紙コップ積みなどにチャレンジ
●児童館まつり
　５月23日㈰　10時30分～14時
　缶バッチ・マグネット作り、シャボン玉遊び、バザー（前売
券の購入が必要）、駄菓子屋さん、ＶＹＳコーナーなど

●かんたん手芸「だんごむしのストラップ作り」（要申込）
　５月５日㈬　10時30分～11時30分　
　対象：幼児、小学生　定員：15人
●リトミック（要申込）
　５月22日㈯　10時30分～11時　
　対象：３歳～未就学児　定員：親子10組
●こども映画会「クイール」　５月22日㈯　13時30分～15時

広報さいじょう　2010　5月号 22



ありがとうございました　
　次の方々からご厚志をいただきました。
心からお礼申し上げます。
　　　　　　　　　　（順不同　敬称略）
■まごころ銀行へ
▽越智和子（小松町新屋敷）▽故田中俊一（桑

村）▽故山内祥真（石延）▽石原洋子（丹原町池

田）▽社協チャリティ▽西条歌謡同好会▽飯岡小

学校フレッシュ委員会▽多賀小学校ＰＴＡ▽三芳

地区民生児童委員協議会▽国興産業㈱▽寺田歌謡

教室・知里歌謡教室▽ふじ美会

■老人ホーム明水荘へ
▽生け花指導　稲住育子（下島山甲）▽散髪　伊

藤泰博（明神木）▽散髪　伊澤郁見（明屋敷）▽

新聞　芥川秀人（神拝甲）▽押し花指導　佐藤ミ

ヨ・秋月理作子（大町）、長瀬　皋（中野甲）▽

現金・歌・踊り　福壽会（大町）▽ティッシュ・

タオル　大町連合自治会福祉部▽大正琴演奏・タ

オル　西条公民館大正琴グループ▽写真・コース

ター　西条高校ＪＲＣ

■老人ホーム石燧園へ
▽縫物奉仕　周桑天理教婦人部

■特別養護老人ホーム道前荘へ
▽喫茶・カレンダー作り　コープえひめ福祉グル

ープ▽誕生会・歌・踊り　ふじ美ボランティア和

▽ひな祭り会・歌・劇　石根保育所園児▽園庭環

境整備　小松ともしび会▽琴演奏　小松高等学校

日本音楽部▽歌　玉井キヨ子（小松町大頭）

　

人
間
が
宇
宙
で
長
期
間
生
活
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
現
在
で
も
、

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
ま
だ
い

ろ
い
ろ
な
迷
信
や
不
合
理
が
社
会

の
常
識
と
し
て
定
着
し
て
い
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

中
に
は
笑
っ
て
す
ま
せ
る
も
の

も
あ
り
ま
す
が
、
生
活
に
支
障
の

あ
る
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。
六

曜
、
北
枕
、
清
め
塩
、
女
人
禁
制
、

丙ひ
の
え
う
ま

午
、
三さ

ん
り
ん
ぼ
う

隣
亡
等
、
地
域
に
よ
っ

て
は
ま
だ
ま
だ
あ
り
そ
う
で
す
。

　

特
に
六
曜
は
、
特
別
の
日
を
除

き
、
旧
暦
の
月
と
日
の
数
字
を
足

し
て
６
で
割
り
切
れ
る
日
を
「
大

安
」
と
決
め
て
い
る
だ
け
で
、
ほ

か
に
意
味
は
な
く
、
六
曜
発
祥
の

地
で
あ
る
中
国
で
は
、
こ
の
迷
信

は
す
で
に
消
滅
し
て
い
ま
す
。

　

７
０
０
年
前
の
随
筆
「
徒
然

草
」
で
、
吉
田
兼
好
は
「
吉
凶
は

人
に
よ
り
て
日
に
よ
ら
ず
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。

　

１
９
４
６
年
、
当
時
の
文
部
大

臣
高
橋
壮
太
郎
は
「
迷
信
は
日
本

国
民
の
生
活
の
精
神
的
基
盤
を
む

し
ば
ん
で
い
く
傾
向
が
す
こ
ぶ
る

強
く
、
多
く
の
影
響
を
受
け
て
い

る
。
こ
れ
で
は
文
化
国
家
の
建
設

は
で
き
な
い
」
と
し
て
、「
迷
信

調
査
会
議
」
を
発
足
さ
せ
、
六
曜

を
は
じ
め
と
す
る
迷
信
を
無
く
す

よ
う
努
力
し
た
そ
う
で
す
。

　

現
在
で
は
、
県
民
手
帳
か
ら
六

曜
記
述
を
除
い
た
り
、
六
曜
入
り

の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
使
用
し
な
い
運

動
を
始
め
た
公
的
機
関
も
あ
り
ま

す
。
２
０
０
４
年
に
は
、
六
曜
が

記
載
さ
れ
て
い
る
大
津
市
の
職
員

手
帳
３
８
０
０
冊
が
、
す
べ
て
回

収
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
岡
市
、
京
都
市
、
横

浜
市
の
よ
う
に
、
迷
信
に
公
営
火

葬
場
が
従
っ
て
い
る
の
は
お
か
し

い
、
生
死
は
日
を
選
ば
な
い
と
い

う
理
由
で
、
火
葬
場
の
友
引
休
業

を
廃
止
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。

　

前
年
よ
り
60
万
人
も
出
生
数
が

減
少
し
た
「
丙
午
」
が
、
２
０
２

６
年
に
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
時
、

ま
だ
こ
の
迷
信
が
話
題
に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

生
活
の
中
に
生
き
て
い
る
迷
信

や
因
習
は
、
人
々
の
生
活
を
縛

り
、
差
別
や
偏
見
等
の
人
権
侵
害

に
つ
な
が
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

笑
っ
て
す
ま
せ
る
も
の
も
あ
り
ま

す
が
、
生
死
に
か
か
わ
る
も
の

や
、
人
権
侵
害
に
つ
な
が
る
迷
信

は
、
今
の
時
代
で
終
わ
り
に
し
た

い
も
の
で
す
。

笑える迷信・笑えぬ迷信
西条市教育委員会丹原分室№66

学習資料が寄贈されました
　３月26日に、ＪＡ周桑およびＪＡ西条から、小学生用の学習資料
「　農業とわたしたちのくらし」が
寄贈されました。
　農業と食生活との関わりや農業
の現状についての学習に活用して
ほしいとの趣旨のもと寄贈いただ
いたもので、市内の小学５年生に
副読本として配布する予定です。

　いつもの発進より少し緩やかに発進するだけで、11％程度燃費
が改善されます。
　市街地を走る場合は、発進時の燃料消費で約４割を使用します。
最初の５秒で時速20kmに達するように、頭の中で５秒数えなが
ら、ふんわりアクセルを踏んでみましょう。

　ゴールデンウィークのお出かけに高速道路を利用する人も多いの
ではないでしょうか。
　高速道路では、アクセルのムラをなくし、一定速度で走るよう心
がけてみましょう。高速道路なら時速80kmで走るのが最も経済的
だとされています。
　それ以上はスピードを出せば出すほど燃費は下がっていきます。

① ふんわりアクセルｅスタート① ふんわりアクセルｅスタート

② 高速道路の走行② 高速道路の走行

エコドライブのススメ
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■
永
年
勤
続
功
労
章

【
壬
生
川
分
団
】　

藤
原
宏
一
郎
（
分
団
長
）

【
飯
岡
分
団
】　
　

森
賀
克
彦
（
分
団
長
）

【
禎
瑞
分
団
】　
　

井
上
一
夫
（
分
団
長
）

【
田
野
分
団
】　
　

佐
伯
春
喜
（
分
団
長
）

■
功
労
章

【
三
芳
分
団
】　
　

村
上
明
隆
（
分
団
長
）

【
橘
分
団
】　
　
　

萬
條　

裕
（
副
分
団
長
）

【
西
条
分
団
】　
　

髙
橋
滝
雄
（
副
分
団
長
）

【
国
安
分
団
】　
　

貝
﨑　

要
（
副
分
団
長
）

【
丹
原
分
団
】　
　

高
橋
公
一
（
副
分
団
長
）

【
庄
内
分
団
】　
　

竹
田
博
之
（
副
分
団
長
）

【
西
支
団
本
部
】　

矢
野
啓
吾
（
副
分
団
長
）

【
徳
田
分
団
】　
　

越
智
建
樹
（
副
分
団
長
）

【
三
芳
分
団
】　
　

大
本　

諭
（
副
分
団
長
）

【
氷
見
分
団
】　
　

内
田
政
則
（
部
長
）

■
竿
頭
綬　
　
　

西
条
市
消
防
団

■
功
績
章

【
団
本
部
】　
　
　

木
藤　

清
（
副
団
長
）

　
　
　
　
　
　
　

塩
見
典
久
（
副
団
長
）

■
精
績
章

【
加
茂
分
団
】　
　

髙
橋
直
喜
（
分
団
長
）

【
大
保
木
分
団
】　

伊
藤
公
一
（
分
団
長
）

【
楠
河
分
団
】　
　

森
川
元
雅
（
分
団
長
）

【
多
賀
分
団
】　
　

越
智
新
悟
（
分
団
長
）

【
西
条
分
団
】　
　

髙
橋
芳
和
（
分
団
長
）

■
勤
続
章

【
氷
見
分
団
】　
　

日
野
優
次
郎
（
分
団
長
）

【
大
町
分
団
】　
　

德
増
博
行
（
分
団
長
）

【
丹
原
分
団
】　
　

髙
橋　

正
（
分
団
長
）

【
大
町
分
団
】　
　

髙
橋
義
隆
（
部
長
）

【
中
川
分
団
】　
　

川
村
忠
𠮷
（
部
長
）

【
石
根
分
団
】　
　

松
井
一
清
（
班
長
）

【
壬
生
川
分
団
】　

一
色
敬
二
（
班
長
）

【
加
茂
分
団
】　
　

中
野　

雄

【
小
松
分
団
】　
　

近
藤
直
意

■
功
績
章

【
神
戸
分
団
】　
　

近
藤
修
次
（
分
団
長
）

【
橘
分
団
】　
　
　

金
子
賢
志
（
分
団
長
）

【
周
布
分
団
】　
　

平
塚
昌
郁
（
分
団
長
）

【
庄
内
分
団
】　
　

山
内
文
孝
（
分
団
長
）

【
玉
津
分
団
】　
　

白
木
統
務
（
副
分
団
長
）

【
中
川
分
団
】　
　

定
成
清
則
（
副
分
団
長
）

■
規
律
章

【
団
本
部
】　
　
　

倉
田
律
子
（
部
長
）

【
東
支
団
本
部
】　

菅　

孝
敏
（
部
長
）

【
田
野
分
団
】　
　

野
村
武
好
（
部
長
）

【
玉
津
分
団
】　
　

森
本
実
成
（
班
長
）

【
三
芳
分
団
】　
　

莖
田
光
弘
（
班
長
）

【
庄
内
分
団
】　
　

山
内
浩
昭
（
班
長
）

【
丹
原
分
団
】　
　

十
亀
文
一
（
班
長
）

【
西
条
分
団
】　
　

森　

栄
司

【
神
拝
分
団
】　
　

阿
部
雅
義

【
小
松
分
団
】　
　

矢
葺
正
喜

■
勤
続
章

【
東
支
団
本
部
】　

浅
田
繁
男
（
分
団
長
）

【
吉
岡
分
団
】　
　

大
澤
正
司
（
分
団
長
）

【
橘
分
団
】　
　
　

髙
橋
昭
博
（
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　

丹　

寛
士
（
部
長
）

【
吉
井
分
団
】　
　

久
米
敏
夫
（
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　

織
田
和
明
（
班
長
）

【
周
布
分
団
】　
　
　

山
昭
信
（
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　

矢
畑
賢
治
（
部
長
）

【
壬
生
川
分
団
】　

石
原　

浩
（
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　

清
水
隆
司

【
丹
原
分
団
】　
　

一
色
忠
政
（
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　

日
野
耕
治
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

曽
我
部
英
樹
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

宮
田
常
規
・
越
智
時
秀

【
徳
田
分
団
】　
　

佐
伯
和
彦
（
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　

村
上　

茂
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

佐
伯
信
男
・
青
野
弘
明

　
　
　
　
　
　
　

渡
部
宏
昭

【
田
野
分
団
】　
　

桐
野
修
一
（
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　

佐
伯
雅
弘
（
班
長
）

【
中
川
分
団
】　
　

今
井
伸
弘
（
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　

越
智
道
雅
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

玉
井
真
二
（
班
長
）

消
防
庁
長
官
表
彰
（
伝
達
）

愛
媛
県
知
事
表
彰

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
伝
達
）

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

　

去
る
３
月
21
日
、
総
合
文
化
会
館
で
消
防
観
閲
式
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
強
風
の
た
め
屋
内
で
の
式
典
と
な
り
ま
し
た
が
、
市
長
や
来
賓
者
が
見

守
る
中
、
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
に
対
す
る
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
、

１
９
７
名
・
４
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

平
成
22
年
消
防
観
閲
式

▲消防活動の功労者への表彰の様子
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【
西
条
分
団
】　
　

森
田
克
己
（
班
長
）

【
神
拝
分
団
】　
　

定
岡
哲
也
（
班
長
）

【
玉
津
分
団
】　
　

原
田　

学
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

宮
﨑
仁
志

【
西
支
団
本
部
】　

渡
部
仁
志
（
班
長
）

【
国
安
分
団
】　
　

大
西
雅
樹
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

田
鍋
辰
見
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

織
田
和
樹

【
庄
内
分
団
】　
　

岡
崎
寛
賢
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

竹
田
明
正
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

山
内
正
勝
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

武
田
和
孝

【
桜
樹
分
団
】　
　

渡
邉
靖
士
（
班
長
）

【
小
松
分
団
】　
　

河
渕
勇
次
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

藤
井
武
彦

【
石
根
分
団
】　
　

塩
崎
浩
司
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

鈴
鹿
三
喜
男
・
曽
我
浩
司

【
大
町
分
団
】　
　

本
田
哲
司

【
飯
岡
分
団
】　
　

藤
田
慶
三

【
神
戸
分
団
】　
　

児
玉
光
史
・
大
西
良
典

【
禎
瑞
分
団
】　
　

高
橋
紀
賀

【
氷
見
分
団
】　
　

河
野
孝
明
・
増
田
光
国

【
多
賀
分
団
】　
　

廣
瀬
哲
也

【
三
芳
分
団
】　
　

渡
邉
俊
浩

【
楠
河
分
団
】　
　

寺
町
恭
三

■
親
子
消
防
団
員

【
団
本
部
】　
　
　

塩
見
典
久
（
副
団
長
）

【
西
条
分
団
】　
　

塩
見
真
吾

【
橘
分
団
】　
　
　

萬
條　

裕
（
副
分
団
長
）

　
　
　
　
　
　
　

萬
條
雅
之

【
大
保
木
分
団
】　

伊
藤
綱
男
（
副
分
団
長
）

【
氷
見
分
団
】　
　

伊
藤
竜
男

■
感
謝
状
（
内
助
の
功
労
）

【
禎
瑞
分
団
】　

加
藤
惠
子
（
加
藤
茂
夫
人
）

【
桜
樹
分
団
】　

渡
部
奈
保
美
（
渡
部
英
泰
夫
人
）

【
加
茂
分
団
】　

伊
藤
房
江
（
伊
藤
通
雄
夫
人
）

【
小
松
分
団
】　

村
上
和
枝
（
村
上
昭
義
夫
人
）

【
石
根
分
団
】　

村
上
由
美
子
（
村
上
善
彦
夫
人
）

【
大
保
木
分
団
】
工
藤
里
美
（
工
藤
秀
利
夫
人
）

【
加
茂
分
団
】　

上
野
つ
や
子
（
上
野
武
雄
夫
人
）

■
勤
続
10
年

【
神
拝
分
団
】 

津
島
宏
幸
（
班
長
） 

【
大
保
木
分
団
】 

松
下　

木
（
班
長
）

【
壬
生
川
分
団
】 

御
堂
弘
志
（
班
長
） 

【
三
芳
分
団
】 
内
藤
一
行
（
班
長
） 

【
楠
河
分
団
】 
池
田
義
文
（
班
長
）

【
庄
内
分
団
】 
山
内
浩
昭
（
班
長
）

【
田
野
分
団
】 

黒
河
祐
二
（
班
長
）

【
小
松
分
団
】　
　
　

井
愼
治
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

松
井
清
志
（
班
長
）

【
西
条
分
団
】　
　

戸
田
嘉
一
郎

【
玉
津
分
団
】　
　

綱
本
正
樹

【
飯
岡
分
団
】 

中
島
新
夫
・
八
尋　

勝 

【
神
戸
分
団
】 

菅　

昭
喜

【
氷
見
分
団
】 

丹　

昌
照

【
西
支
団
本
部
】　

平
野
克
政

【
吉
井
分
団
】 

首
藤
宣
正

【
多
賀
分
団
】 

神
野
林
太
郎

【
国
安
分
団
】 

村
上
伸
二

【
吉
岡
分
団
】　
　

鎌
田
正
志

【
徳
田
分
団
】 

武
田
恒
久 

【
中
川
分
団
】 

今
井
啓
二
・
小
坂　

望

【
桜
樹
分
団
】 

佐
伯
友
一

【
石
根
分
団
】 

日
野
善
文

■
勤
続
５
年

【
団
本
部
】 

余
伍
奈
緒
子

【
東
支
団
本
部
】　

髙
橋
淳
司

【
西
条
分
団
】 

近
藤
勇
二

【
神
拝
分
団
】 

吉
川
正
文
・
中
川
博
仁

　
　
　
　
　
　
　

松
本
健
二

【
玉
津
分
団
】 

青
木
博
文

【
飯
岡
分
団
】 

伊
藤　

稔

【
神
戸
分
団
】 

伊
藤　

学
・
越
智
靖
之

　
　
　
　
　
　
　

菅　

武
司
・
伊
丹
将
洋

　
　
　
　
　
　
　

近
藤
慶
一

【
橘
分
団
】 

髙
橋
大
輔
・
萬
條
雅
之

　
　
　
　
　
　
　

高
橋
勇
視

【
禎
瑞
分
団
】 

福
田
信
彦

【
氷
見
分
団
】 

藤
田　

聡
・
曽
我
部
賢
二

　
　
　
　
　
　
　

和
田
大
樹
・
堀
池
伸
一
郎

【
西
支
団
本
部
】　

村
上　

剛
・
篠
原
克
己

　
　
　
　
　
　
　

森
田
伸
一

【
周
布
分
団
】　
　

櫛
部
一
洋
・
藤
原
辰
徳

　
　
　
　
　
　
　

日
和
佐
伸
之

【
壬
生
川
分
団
】　

日
野
信
秀

【
国
安
分
団
】　
　

山
内
伸
二

【
吉
岡
分
団
】　
　

大
西
幹
人
・
大
澤
輝
貴

　
　
　
　
　
　
　

河
上　

浩
・
渡
部
和
興

　
　
　
　
　
　
　

檜
垣
直
司

【
庄
内
分
団
】　
　

近
藤　

努
・
目
見
田
康
正

　
　
　
　
　
　
　

四
之
宮
裕
次
・
長
井
一
之

【
丹
原
分
団
】　
　

渡
邊　

明
・
村
上
秀
文

　
　
　
　
　
　
　

小　

統
一
・
青
野　

正

　
　
　
　
　
　
　

飯
尾
友
晶
・
八
木
徳
朗

　
　
　
　
　
　
　

今
井
義
隆
・
佐
伯
耕
一

　
　
　
　
　
　
　

渡
部
礼
史
・
佐
伯
彰
吾

【
徳
田
分
団
】　
　

佐
伯
育
昭

【
中
川
分
団
】　
　

山
内　

務
・
髙
橋
光
広

　
　
　
　
　
　
　

佐
伯
真
一
・
佐
伯
昭
一

【
小
松
分
団
】　
　

黒
川
弘
和
・
矢
葺
正
喜

　
　
　
　
　
　
　

伊
東
信
也
・
別
宮
伸
治

　
　
　
　
　
　
　

阿
部
史
明

【
石
根
分
団
】　
　

大
谷　

光
・
赤
堀
史
明

■
感
謝
状
（
消
防
施
設
設
置
協
力
地
区
）

　

禎
瑞
上
部
土
地
改
良
区　
　

■
竿
頭
綬

機
械
器
具
管
理
優
秀
分
団

　

東
支
団　

加
茂
分
団

　

西
支
団　

中
川
分
団

西
条
市
長
表
彰

▲長年消防活動に務めてきた受賞者のみなさん

西
条
市
消
防
団
長
表
彰
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タ
ケ
ノ
コ
は
春
の
味
を
代
表
す
る
食

材
の
一
つ
。
タ
ケ
ノ
コ
に
も
様
々
な
種

類
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
で
タ
ケ
ノ
コ

と
言
え
ば
孟
宗
竹
が
そ
の
代
表
で
す
。

　

大
型
で
柔
ら
か
く
、
う
ま
味
が
多
い

こ
と
が
人
気
の
理
由
で
す
。
４
月
か
ら

５
月
に
か
け
て
出
回
り
ま
す
。
ま
た
、

土
壌
が
柔
ら
か
い
ほ
ど
タ
ケ
ノ
コ
も
柔

ら
か
い
物
が
で
き
ま
す
。

　

タ
ケ
ノ
コ
は
鮮
度
が
そ
の
味
に
大
き

く
影
響
し
、
昔
か
ら
「
タ
ケ
ノ
コ
を
収

穫
す
る
と
き
は
、
前
も
っ
て
タ
ケ
ノ
コ

を
ゆ
で
る
お
湯
を
沸
か
し
て
か
ら
行

け
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
で
す
。

　

タ
ケ
ノ
コ
の
成
長
は
非
常
に
早
く
、

１
日
で
１
㍍
以
上
も
伸
び
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
名
前
の
「
筍
」
の
由
来
も
、

一
旬
（
10
日
間
）
で
成
長
し
き
っ
て
し

ま
う
と
こ
ろ
か
ら
き
て
い
ま
す
。

　

タ
ケ
ノ
コ
は
、
カ
ロ
リ
ー
が
低
く
、

食
べ
ご
た
え
が
あ
る
の
で
、
ダ
イ
エ
ッ

ト
中
や
便
秘
の
方
に
お
勧
め
で
す
。

　西条は新鮮でおいしい食材が手
に入る所です。春は山菜がお勧め
ですが、あく抜きなどひと手間か
かるものもあります。
　今回のレシピは、アスパラガス
以外にトマトや新ジャガといった
旬の食材と和えてもおいしいので
試してみてください。

①　タケノコの水煮を洗い、幅１㎝ほどのくし型に切る。
②　アスパラガスの皮をむき、熱湯でさっとゆでて冷水
　につけた後、一口大に切る。
③　①②をボールに入れ、あわせ調味料を和えて完成。

【タケノコの水煮の作り方（あく抜きの仕方）】
①　タケノコの皮を２・３枚はがし、穂先を斜めに切り落と
　し、タケノコの柔らかい部分まで縦に切れ目を入れる。
②　大きな鍋に①・水・一握りのぬかを入れ、強火でゆでる。
③　根元に竹くしが通るまでゆでたら火を止め、冷めるまで
　待ち、水洗いしてぬかを落としたら完成。
※水の代わりに米のとぎ汁を使うと、より効果的にあくが抜けます。
※水煮の作り方（あく抜きの仕方）は、ほかにもあります。

　野菜の中ではアミノ酸を多く含むタケノコ。中でもチロシンを多く
含み、ゆでると白い結晶になります。これは納豆・チーズなどに出る
白い粉と同じ成分で、ほかのアミノ酸を体内に取り込む助けをします。
ほかに生活習慣病を予防するカリウム、食物繊維を豊富に含みます。

タケノコ（水煮）‥‥‥‥ 120ｇ　　　アスパラガス ‥‥‥‥‥‥ ６本
【あわせ調味料】
酢 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大さじ１　　　しょうゆ ‥‥‥‥‥‥ 大さじ１
ごま油 ‥‥‥‥‥‥‥ 大さじ１　　　粒マスタード ‥‥‥‥ 大さじ１
はちみつ ‥‥‥‥‥‥‥‥ 適量

エネルギー ‥‥‥‥‥  128kcal　　　 タンパク質 ‥‥‥‥‥‥     4.8ｇ
脂肪 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥  8.2ｇ　　　

素材・分量（２人分）

栄養価（１人当たり）

栄養士チェック

　旬は「出盛り期」ともいって、食べ物の生命力
が強い時期のことです。食べ物の味や香りがよい
だけでなく、栄養価も高くなります。
　季節や土地と密接な関係をもつ野
菜や果物、きのこ、魚などは、ぜひ
旬を大切にしたいものです。

旬の食材を食べよう！

　タケノコは新鮮なものをすぐ
にゆで、水につけて保存しまし
ょう。つけた水はこまめに取り
替え、２・３日で食べきりまし
ょう。長期保存には細かく切っ
て味付けしてから冷凍します。

野村純江
（農業水産課担当）
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3/25～27  国際交流キャンプ English in Action 3/26  モノづくり社会科見学 in 神戸

3/22  市民大学卒業 おめでとうございます

3/31  水の都に響く「西条ライジングスターズコンサート」

▲ 高校生も参加して安全運転の声がけを

▲ 交通事故撲滅の思いを新たにしました

3/26  西条の食材をPR 「西条素材試食会」

祝！ 土砂災害防止に関するコンクール入選

4/6  みんなの願い交通安全4/5  西条図書館の来館者が40万人に！

　国土交通省・愛媛県共催
の「平成21年度土砂災害防
止に関する作品コンクー
ル」において丹原東中学校
１年（当時）の山内真梨乃
さんが、作文の部で県砂防
協会会長賞を受賞されまし
た。おめでとうございます。

　市内の小学生約60人が、地域の企業と世界で活躍する大手企業
との関連などの学習を目的に社会科見学を行いました。
　㈱神戸製鋼所高砂製作所では巨大なプレス機や重さ約200トン
の船のクランク軸などを、また本社が西条市にある㈱谷口金属熱
処理工業所兵庫工場では真っ赤に焼けた製品を油で冷やす工程な
どを見学し、スケールの大きなモノづくりに驚いていました。

　大阪市内のレストランで、関西の流通関係者や調理師等を
招いて西条素材試食会が開催され、有名料理人が腕を振るっ
た料理により西条食材の魅力や素晴らしさをＰＲしました。
　出席した関係者からは高い評価をいただき、西条市から駆
けつけた生産者にとって、今後の取り引きに大きな期待が寄
せられる機会となりました。

　４月６日から15日
まで「やさしさが走
るこの街この道路」
をメーンスローガン
に、春の全国交通安
全運動が実施され、
初日に総合文化会館
前で交通安全啓発式
を開催しました。
　子どもと高齢者の
交通事故防止を、運
動の基本とすること
などを確認した後、
関係者約80人が交通
茶屋に参加して、ド
ライバーに安全運転
を呼びかけました。

　昨年６月に開館した西条図書館の来館者数が、開館から約10カ月
で40万人を達成しました。記念すべき節目の来館者は、市内在住の
野村千枝さん・華生（かなり）さん・侑李（ゆうり）さん親子で、
来館40万人目の認定証と記念品が贈られました。
　今後も、東予・丹原・小松温芳の各図書館とともに、図書館サー
ビスのいっそうの充実に努めてまいります。

▲
卒
業
生
か
ら
は
お
礼
の
言
葉
が

▲

素
材
の
値
段
を
聞
い
て
ビ
ッ
ク
リ
！

▲
説
明
に
聞
き
入
る
子
ど
も
た
ち

▲

料
理
を
試
食
す
る
参
加
者

▲
生
産
者
も
食
材
の
Ｐ
Ｒ
を

▲
こ
れ
か
ら
も
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

▲

出
演
者
全
員
に
よ
る
合
唱

▲

図
書
館
統
括
館
長
よ
り
認
定
証
が

▲
竹
の
説
明
に
興
味
津
々

▲

も
ち
ろ
ん
相
談
も
英
語
で

▲ 井上さん（左から２人目）たちの熱唱

　声楽を学んでいる
西条市出身者を中心
とした５人の音大生
と、西条高校・西条
北中学校の合唱部に
よるジョイントコン
サートが、総合文化
会館で開催されまし
た。
　実行委員長としてコンサー
トの開催に尽力された井上詩
紀（しき）さんをはじめ、出
演した皆さんによる、春の歌
を中心とした多くの名曲の競
演に、会場を埋めた約650人
の来場者は魅了されました。

　平成21年度の西
条市市民大学卒業
式が総合文化会館
で開催され、９人
の卒業生が厳粛な
雰囲気の中、学長
である伊藤市長か
ら卒業証書を受け
取りました。　

　式典に引き続き、リバーフロ
ント整備センターの竹村公太郎
理事長を講師にお招きし、「水
と日本文明」と題して資源問題
や環境問題など、大きな視点か
ら考える「水」についての記念
講演が行われました。

　市内の中・高校生24人が、自然に囲まれた石鎚ふれあいの里で、
国際交流員や外国語指導助手・留学生たちと一緒に、３日間の英語
漬けのキャンプにチャレンジしました。
　カードゲームや自分たちで青竹を加工してご飯を炊いたりと、さ
まざまなアクティビティ（活動）を通じ、楽しみながら外国人との
交流を深め、コミュニケーションや国際交流の大切さを学びました。
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俳
　
句	

　
　
　
　
　

尾

形

千

寿
　

選

這
ひ
出
せ
し
児
を
連
れ
戻
す
花

は
な
む
し
ろ

筵
　
　
　
福
田
純
子

息そ
く
さ
い災

と
友
の
電
話
や
木
々
芽
吹
く

　
　
国
田
ヤ
エ
子

音
つ
ゞ
く
工
事
現
場
や
日
脚
伸
ぶ

　
　
　
日
野
貞
子

花
の
下
走
る
幼
児
を
祖
父
が
追
ふ

　
　
　
伊
藤
梶
子

仕
舞
ひ
日
を
決
め
か
ね
て
ゐ
る
春は

る
ご
た
つ

炬
燵

　
平
井
澄
子

麗う
ら
らか

や
五ご

え

も

ん

ぶ

ろ

右
衛
門
風
呂
の
あ
る
暮
し

　
野
口
八
千
代

春
め
く
や
養
命
酒
売
る
道
の
駅

　
　
　
　
伊
藤
律
子
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身
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は
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来
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す
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木
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美
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ひ
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と
き
の
幸
せ
置
い
て
帰
る
孫
　
　
　
川
原
玉
江

嘘
聞
か
す
度
に
頷
く
母
ふ
び
ん
　
　
　
　
桧
垣
光
露

ダ
イ
エ
ッ
ト
家
計
簿
だ
け
が
痩
せ
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徳
永
美
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子

無
住
寺
の
番
人
で
す
と
鳩
が
住
み
　
　
　
弓
山
鶴
子

一
日
の
い
い
事
ば
か
り
日
記
帖
　
　
　
河
渕
カ
ズ
子

つ
か
の
間
の
旅
を
楽
し
む
地
図
の
上
　
　
川
又
隆
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ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
れ
る
そ
わ
そ
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春
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待
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藤

田

虎

雄
　

選

干
柿
に
と
送
り
し
友
よ
り
電
話
来
る
「
野
鳥
と
共
に

賞
味
し
て
ま
す
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
梶

　
末
子

亡
き
夫
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て
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ス
キ
ー
場
ふ
と
な
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し
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我
が
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か
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見
る

　
　
　
　
　
　
加
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子

逆
縁
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ピ
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す
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き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
田

　
薫

麦
の
穂
が
早
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出
は
じ
め
三
月
の
冷
た
き
風
が
穂
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で
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
和
佐
弥
生

芽
に
力
溜た

め
て
春
待
つ
日
々
な
れ
ど
三
日
続
き
の
雨

降
り
止や

ま
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塚
靖
樹

車
窓
よ
り
眺
め
桜
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多
き
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と
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な
お
さ納

め
済
み
帰
る
伊

予
路
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
智
忠
子

花
見
酒
の
微ほ

ろ
よ
い酔

機き

げ

ん嫌
の
夢
枕
今こ

よ

い宵
も
あ
な
た
の
こ
の

傍そ
ば

が
よ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
好
清
信

八
や
え
つ
ば
き

重
椿
真
赤
に
咲
き
て
花
幾

い

く

え重
牡

ぼ

た

ん丹
は
蕾

つ
ぼ
み

日
ご
と
ふ

く
ら
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
シ
ヅ
エ

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌　

作
品
募
集

　

作
品
（
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に

は
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
）・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
明
記
し
、
毎
月
１
日
ま
で
に
担
当
課
へ
郵
送
・

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先

　

〒
７
９
３
―
８
６
０
１　

明
屋
敷
１
６
４

　

市
庁
舎
本
館　

総
務
課　

広
報
情
報
係

　

ＴＥＬ
０
８
９
７
―
５
２
―
１
２
０
４
（
直
通
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　  私はタイから来た村上・ロッジャナーと申します。2004年に留 
                                   　　　　　　  学生として来日しました。その３年後、関西大学大学院の修士課
                                   　　　　　　  程を修了した後、日本人の男性と結婚して西条市に移ってきまし
                                   　　　　　　  た。ここに住んで３年間しか経っていませんが、このような小さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 な町にいることは私を成長させました。
　私はバンコク生まれで、ずっと都会で暮らしてきました。そのためか、西条市に引っ越すことをとても
不安に思いました。ここで就職できるのか、人脈が作れるのか、交通手段はどうやって移動するのかなど
一般の人は意識しないようなことまで不安を抱きました。ここでの1年目はあちらこちらで仕事を探しま
したが、予想通り失敗の連続でした。今は不景気で日本人でさえ就職しにくい時代だと捉えることも可能
ですが、ついタイにいた頃を思い出してしまいます。なぜなら、タイでは仕事探しに失敗したことがなか
ったからです。しかし、ここで生きていく上で、時には貪欲に物事を求める精神を抑え、自分の価値観を
変える必要があると実感しました。今自分の置かれている状況とその原因（自分の日本語力不足や自信の
なさなど）を必死に理解しようとしました。
　２年目に入って、ついにタオル会社に就職できました。タイ人の私よりも日本人を採用した方がメリッ
トが大きいにも関わらず、私を選んでくれた社長さんに感謝します。職場では迷惑をかけることもありま
したが、皆さんはいつも親切に接してくれました。この会社のお陰で西条で充実した毎日を送りました。
色々苦労したからこそ皆さんの思いやりはより深く心に残ります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜著：村上ロッジャナー＞

▲村上ロッジャナーさん

３年間の西条生活
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定 期 無 料 相 談
■人権相談
○毎週月・水・金曜日（祝日除く）　９時～16時
　松山地方法務局西条支局人権相談室
　問合せ　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188
■行政相談
○５月11日㈫・６月１日㈫　13時～15時　
　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○５月11日㈫　13時～15時　市庁舎本館市民生活課
○５月18日㈫　13時～15時　加茂公民館　　
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○５月21日㈮　13時～15時　小松農村環境改善センター
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線218
○５月25日㈫　９時～12時　徳田公民館
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線230
■法律相談
　弁護士による法律相談（定員15人、１人15分）
　事前予約が必要。（予約受付は５月６日㈭～）
○５月12日㈬・26日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1493
○５月19日㈬　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
■消費生活相談
　月～金曜日（祝日除く）　
○８時30分～17時15分　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1495
　　　　　　　　　　　各総合支所総務課（電話番号は12頁上段掲載）
○９時～19時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700
■社会保険出張相談
　５月19日㈬　10時～15時30分　西条商工会議所
　問合せ　新居浜年金事務所　℡0897－35－1362
　年金定期便のお問い合わせは専用ダイヤル0570－058ー555へ
■司法書士法律無料相談（多重債務相談を含む。予約不要）
　５月18日㈫　10時～12時（受付は11時15分まで）
　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田
■土地建物取引相談
　５月８日㈯　13時～15時　宅建協会西条支部（兵庫ビル２階）
　問合せ ・ 主催　宅建協会西条支部　℡0897ー55ー0988
■無料不動産相談
　５月10日㈪　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所
■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日（祝日除く）　８時30分～17時
　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付
　℡0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話は℡089－960－8522）

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　毎週土曜日　10時～16時
　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」　℡0897－55－1018
※５月22日㈯（10時～12時）は「らっこ・はうす（東予南保育
　所内）」でも専門的相談を実施します。
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141
■女性児童各種相談　受付時間：８時30分～17時15分
◆家庭児童相談　月～金曜日（祝日除く）
　市庁舎別館女性児童福祉課、東予総合支所市民福祉課
◆婦人相談（ＤＶ相談含む）
　月・火・木・金曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　水曜日（祝日除く）　　　　　　　東予総合支所市民福祉課
◆母子自立相談
　火・水・金曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　月・木曜日（祝日除く）　　　東予総合支所市民福祉課
◆ＤＶ専門相談（夫やパートナーからの暴力についての相談）
　毎週水曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373
　　　　　東予総合支所市民福祉課　　℡0898－64－2700
■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日除く）　13時～16時
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日除く）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日除く）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所
■社会保険等相談
　５月13日㈭　10時～16時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　市庁舎本館商工労政課　℡0897－52－1482
■補聴器相談会
　５月19日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階 102会議室
　　　　　　　　　　　　　東予総合支所１階 第１会議室
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214
■精神障害者の家族相談会
　５月20日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階 社会活動団体室
　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）℡0897－53－1803
■お酒の悩み相談
　５月26日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階第１会議室
　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本

◆日時　６月１日㈫　９時～21時
◆電話番号　0120－459－737
　　　　　（フリーダイヤル・携帯電話からの相談も可）
◆内容　差別待遇、虐待等、人権問題全般に関する相談。
　　　　※予約不要、無料、秘密厳守
◆相談担当者　人権擁護委員、法務局職員
◆主催　松山地方法務局・愛媛県人権擁護委員連合会

四国一斉「人権擁護委員の日12時間電話相談」
　行政相談員は住民の方々と役所とのパイプ役として、交通安全・
道路・登記・消費生活・社会福祉・年金などの行政サービスの改善
について、相談にのってくれます。
◆市内の行政相談委員　
○髙木　一氏（中野甲） ○船草　清氏（氷見乙） ○竹本　節氏（広江）
○佐伯正昭氏（丹原町高松）　○戸田裕喜氏（小松町新屋敷）
※行政相談日などは、毎月、上記の相談コーナーでご確認ください。

行政相談員にご相談ください
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見
る
、
聴
く
、
嗅
ぐ
、
触
る
、

味
わ
う
。
私
た
ち
が
持
つ
五
感
の

中
で
も
、
目
か
ら
の
情
報
は
全
体

の
約
80
％
を
占
め
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

急
激
に
視
力
を
失
う
と
毎
日
の

生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
目

の
疾
患
は
無
数
に
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
中
で
も
急
い
で
受
診
す
る
べ

き
疾
患
を
中
心
に
述
べ
た
い
と
思

い
ま
す
。
（
外
傷
は
除
き
ま
す
）

●
緊
急
性
が
高
い
も
の

○
網
膜
中
心
動
脈
閉
塞
症

　

片
目
が
急
に
見
え
な
く
な
り
ま

す
。
視
野
全
体
が
真
っ
暗
に
な
り

ま
す
。
痛
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

原
因
は
血
液
の
塊
（
血
栓
）
が

網
膜
の
血
管
に
詰
ま
る
た
め
、
網

膜
へ
の
血
行
が
途
絶
え
る
か
ら
で

す
。
心
臓
疾
患
、
高
血
圧
、
動
脈

硬
化
、
糖
尿
病
な
ど
全
身
疾
患
が

あ
る
人
に
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
す
ぐ
に
血
流
が
戻
れ
ば
視
力

は
回
復
し
ま
す
が
、
数
十
分
も
経

つ
と
痛
ん
だ
網
膜
の
回
復
は
難
し

く
、
視
力
は
戻
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
こ
の
疾
患
の
処
置

は
一
刻
を
争
い
ま
す
。
病
院
に
行

く
と
き
に
は
す
で
に
数
時
間
た
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
そ

れ
で
も
処
置
に
よ
っ
て
あ
る
程
度

回
復
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
こ

の
疾
患
を
疑
っ
た
場
合
は
す
ぐ
に

病
院
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

病
院
に
行
く
ま
で
に
で
き
る
こ

と
と
し
て
、
眼
球
マ
ッ
サ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
。
目
を
圧
迫
し
て
解
除

す
る
こ
と
を
繰
り
返
す
こ
と
で
血

栓
が
流
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
ア
ル
カ
リ
眼
外
傷

　

苛か
せ
い性
ソ
ー
ダ
、
ア
ン
モ
ニ
ア
、

石
灰
、一
部
の
ト
イ
レ
用
洗
剤
（
ア

ル
カ
リ
性
）
な
ど
が
目
の
中
に
入

っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
緊
急
性

が
非
常
に
高
く
な
り
ま
す
。

　

ア
ル
カ
リ
物
質
は
組
織
を
溶
か

し
て
奥
の
方
へ
浸
透
す
る
の
で
、

熱
傷
や
酸
性
物
質
よ
り
も
障
害
が

強
く
な
り
ま
す
。
本
来
透
明
な
角

膜
が
白
く
濁
っ
た
り
、
ま
ぶ
た
と

角
膜
が
引
っ
付
い
て
癒ゆ

ち
ゃ
く着

し
て
し

ま
い
ま
す
。
濁
っ
た
角
膜
は
元
に

戻
り
ま
せ
ん
。

　

病
院
に
出
か
け
る
よ
り
も
前

に
、
一
刻
で
も
早
く
そ
の
場
で
処

置
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

処
置
と
は
す
ぐ
に
大
量
の
水
で

目
を
洗
う
こ
と
で
す
。
洗
面
器
な

ど
に
顔
を
つ
け
て
目
を
ぱ
ち
ぱ
ち

す
る
く
ら
い
で
は
だ
め
で
す
。

　

水
道
の
水
を
流
し
た
ま
ま
に
し

て
直
接
10
分
以
上
目
を
洗
う
こ
と

が
必
要
で
す
。
洗
眼
が
済
ん
だ

ら
、
た
だ
ち
に
眼
科
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

○
緑
内
障
発
作

　

突
然
起
こ
る
激
し
い
眼
痛
、
頭

痛
、
さ
ら
に
は
悪お

し
ん心
、
嘔お

う
と吐
な
ど

が
症
状
で
す
。

　

内
科
的
疾
患
や
脳
出
血
と
間
違

わ
れ
る
こ
と
も
よ
く
あ
る
た
め
、

他
科
の
検
査
を
し
て
い
る
う
ち
に

視
神
経
が
障
害
さ
れ
高
度
の
視
力

障
害
を
残
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

眼
圧
が
上
が
っ
て
い
る
た
め
、

ま
ぶ
た
の
上
か
ら
眼
球
を
押
さ
え

て
み
る
と
悪
い
方
の
目
が
異
常
に

硬
い
の
が
分
か
り
ま
す
。
目
が
赤

く
充
血
し
、
視
力
障
害
が
あ
っ
て

前
記
の
症
状
が
あ
れ
ば
ま
ず
間
違

い
な
い
の
で
、
早
く
眼
科
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

●
痛
い
も
の
（
緊
急
性
は
な
し
）

○
角
膜
、
結
膜
異
物

　

金
属
を
削
る
作
業
中
に
鉄
片
が

角
膜
に
刺
さ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

鉄
片
は
時
間
が
経
つ
と
周
り
に
さ

び
が
発
生
し
て
鉄
さ
び
症
と
い
う

視
力
障
害
に
つ
な
が
る
合
併
症
が

起
こ
り
ま
す
。
治
療
は
鉄
片
を
周

り
の
さ
び
ご
と
除
去
し
ま
す
。

　

金
属
、
特
に
鉄
や
銅
な
ど
の
毒

性
の
高
い
金
属
を
扱
う
仕
事
に
就

い
て
い
る
方
は
、
作
業
中
に
は
必

ず
ゴ
ー
グ
ル
な
ど
の
防
護
メ
ガ
ネ

を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ま
ぶ
た
の
裏
に
入
っ
た

結
膜
異
物
も
傷
み
が
強
い
で
す
。

上
ま
ぶ
た
を
ひ
っ
く
り
返
す
と
す

ぐ
に
除
去
で
き
ま
す
。

○
電
気
性
眼
炎

　

電
気
性
眼
炎
は
、
電
気
溶
接
、

殺
菌
灯
の
光
に
長
時
間
さ
ら
さ

れ
、
角
膜
に
火
傷
を
負
っ
た
状
態

で
す
。
溶
接
な
ど
の
作
業
を
し
て

長
時
間
紫
外
線
に
さ
ら
さ
れ
、

ゴ
ー
グ
ル
な
ど
で
目
を
保
護
し
な

か
っ
た
場
合
に
起
こ
り
ま
す
。

　

光
に
さ
ら
さ
れ
て
６
時
間
か
ら

10
時
間
く
ら
い
し
て
急
に
痛
く
な

り
、
ひ
ど
い
場
合
は
目
を
開
い
て

い
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
症
状
は

次
第
に
軽
減
し
ま
す
。
治
療
は
点

眼
や
軟な

ん
こ
う膏

で
目
を
保
護
し
ま
す
。

●
比
較
的
緊
急
性
が
あ
る
も
の

○
眼
底
出
血
、
網
膜
は
く
離

　

眼
底
出
血
は
網
膜
表
面
の
血
管

か
ら
出
血
を
起
こ
す
病
気
で
す
。

最
初
の
う
ち
は
軽
い
飛ひ

ぶ
ん
し
ょ
う

蚊
症
（
小

さ
な
ゴ
ミ
や
虫
、
髪
の
毛
の
よ
う

な
も
の
が
見
え
る
症
状
）、
そ
の

後
視
力
低
下
が
起
こ
り
ま
す
。

　

原
因
は
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
腎

臓
病
な
ど
の
全
身
病
に
よ
る
も
の

や
ぶ
ど
う
膜
炎
な
ど
で
す
。

　

網
膜
は
く
離
の
初
期
症
状
は
、

飛
蚊
症
、
光
視
症
（
光
が
な
い
の

に
チ
カ
チ
カ
光
の
よ
う
な
も
の
が

見
え
る
症
状
）、
視
野
欠
損
（
カ

ー
テ
ン
に
覆
わ
れ
た
よ
う
に
物
が

見
え
に
く
く
な
る
症
状
）
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
痛
み
が
な
い
こ
と
か

ら
、
気
付
か
な
い
こ
と
も
多
い
よ

う
で
す
。

　

治
療
は
薬
物
療
法
、
レ
ー
ザ

ー
、
手
術
な
ど
と
な
り
ま
す
が
、

両
疾
患
と
も
夜
中
に
起
こ
っ
て
す

ぐ
に
病
院
に
駆
け
込
む
よ
う
な
緊

急
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
静
に
し

て
翌
日
受
診
す
る
の
で
大
丈
夫
と

思
い
ま
す
。

眼
科
に
お
け
る
救
急
疾
患
に
つ
い
て

やまもと眼科クリニック
　　　山本正治
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18日㈫　10：30～11：30　玉津公民館

27日㈭　  9：30～11：00　東予北地域交流センター

13日㈭　10：00～11：30　飯岡公民館

11日㈫　  9：30～11：00　中央保健センター

10日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

７日㈮　  9：30～11：00　小松保健センター

６日㈭　  9：30～11：00　丹原保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
　相談には助産師・保育士・保健師・栄養
士・家庭児童相談員などの専門スタッフが
応じ、問題解決に向けて一緒に考えます。
　身体計測コーナーもありますので気軽に
ご利用ください。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター　５月７日㈮
○東予保健センター　５月28日㈮
○丹原保健センター　５月14日㈮
○小松保健センター　５月21日㈮

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　５月24日㈪　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　５月25日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

18日㈫
27日㈭

25日㈫

19日㈬
20日㈭
11日㈫
13日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成22年１月１日～
１月31日の出生児

平成22年１月１日～
２月28日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央 西条

東予・丹原・小松

平成20年10月１日～
10月31日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成19年４月１日～
４月30日の出生児13：00～14：00 中央 西条

内容　カロリー編：普段の食事のカロリーを計って、食生活を改善
　　　バランス編：食事バランスガイドでバランスの良い食事を習得

中央保健センター

▼食生活プランニング講座　５月・６月の日程等　※申し込みは前日まで受付

６月18日㈮

東予保健センター ６月11日㈮

丹原保健センター ６月25日㈮

小松保健センター ６月４日㈮

５月21日㈮

５月14日㈮

５月28日㈮

５月７日㈮

場所・申込先

13時30分～15時

カロリー編 バランス編 受講時間

愛媛県歯科医師会 市内各支部主催

日時　６月５日㈯　14時30分～16時30分
場所　東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）
内容　就学前の幼児を対象に、歯みがき教室、歯の健康相談、フッ素塗布を
　　行います。参加者には記念品（歯ブラシ）をプレゼントします。
問合せ　黒河歯科医院　℡0898－68－7273　

　新型インフルエンザワクチン接種の助成対象の方は、早めの助成申請を
お願いします。詳しくは、各保健センターへお問い合わせください。

　愛媛県では、けしの花が咲く４月から
６月を「不正大麻・けし撲滅運動月間」
として、正しい知識の普及啓発や不正栽
培の発見除去などの活動をしています。
　不正栽培や自生している大麻、植えて
はいけないけしを見つけた場合、疑わし
いと思った場合は、西条保健所（℡0897
－56－1300）へご相談ください。

日時　６月６日㈰　９時～11時30分
場所　総合福祉センター（もてこい元気館）　２階・集団指導健診室
内容　フッ素塗布、ブラッシング指導、歯周病健診、顕微鏡で見るお口の細
　　菌、咬合力（かむ力）測定、口臭測定を行います。
問合せ　まつまえ歯科医院　℡0897－58－2234
【市民講演会のご案内】
日時　６月６日㈰　10時～11時
場所　総合福祉センター（もてこい元気館）　２階・会議室
演題　食と命　　講師　伊藤純子氏（元養護教諭）
問合せ　さかもと歯科医院　℡0897－52－1182

新型インフルエンザワクチン接種 助成申請受付中

不正大麻・けし撲滅運動月間

　教室では運動の仕方を習得し、運動を継続していくため
のお手伝いをします。また、体組成測定や腹囲測定などで
身体状況を評価します。

対象　40歳～74歳の方で、次のいずれかに該当する方
　　　○腹囲が男性で85㎝以上、女性で90㎝以上
　　　○ＢＭＩが25以上（下記の計算方法を参照）
※身体状況によっては、主治医意見書の提出や参加をお断りする場合
　があります。

運動内容　筋力トレーニング、有酸素運動
　　　　　中央保健センター：トレーニング機器や水中での運動
　　　　　その他の会場：ボールやダンベルでの運動、リズム運動

申込期間　５月７日㈮～　※定員になり次第、締め切ります。

申込先　所管の保健センター　

　食と健康について学習する教室です。教室の修了後は
地域の食生活改善ボランティアとして活躍もできます。
　男性も大歓迎です。ぜひ、ご参加ください。
対象　食生活改善に関心のある方で、初めて受講する方

開催場所　中央保健センターまたは東予保健センター
開催時間　９時30分～13時（初回のみ９時30分～12時）
定員　各30人（先着順）　　申込期限　６月18日㈮
申込先　開催場所の保健センター　

東予北地域交流センター
※申込先：東予保健センター

中央保健センター

東予保健センター

丹原保健センター

小松保健センター ５月24日～　毎週月・木曜日
13時30分～15時

５月21日～　毎週火・金曜日
13時30分～15時

５月27日～　毎週月・木曜日
13時30分～15時

６月１日～　毎週火・木曜日
19時～20時30分

５月25日～　毎週火・金曜日
９時30分～11時

５月28日～　毎週水・金曜日
13時30分～15時

５月27日～　毎週月・木曜日
９時30分～11時

日　　　　時場所・申込先

【ＢＭＩの計算方法】
ＢＭＩ＝ 体重（㎏）÷ 身長（ｍ）÷ 身長（ｍ）
例：体重 60㎏で身長 160㎝の場合
　　60（㎏）÷ 1.6（ｍ）÷ 1.6（ｍ）＝ＢＭＩ値 23.4

開催場所・日程 主　な　内　容 主　な　内　容開催場所・日程

中央：６月23日㈬
東予：６月24日㈭

開講式、西条市民の健康状態、自分の
健康状態、食品衛生と食中毒予防

食育・ふるさと産品通信紹介等、調理
実習④「高齢者の低栄養を防ぐ食事」

食育・食事バランスガイド３
実習⑤「肥満が気になる人の食事」

運動習慣のある生活を（理論と実技）
調理実習⑥「バランス食」

閉講式、修了証書授与
調理実習⑦「簡単、手軽にできる一品」

食育・食事バランスガイド２
調理実習②「バランス食」

食育・献立の立て方、食品成分表の使
い方、調理実習③「バランス食」

地区活動体験、西条市食生活改善推進
協議会活動紹介、調理実習

地区活動体験、西条市食生活改善推進
協議会活動紹介、調理実習

食育・食事バランスガイド１　調理実
習①「献立の基本、主食＋主菜＋副菜」

中央：７月21日㈬
東予：７月22日㈭

中央：８月25日㈬
東予：８月26日㈭

中央：９月22日㈬
東予：９月30日㈭

10月地区活動日
（開催日未定）

中央：11月24日㈬
東予：11月11日㈭

中央：12月22日㈬
東予：12月16日㈭

中央：１月26日㈬
東予：１月27日㈭

中央：２月23日㈬
東予：２月24日㈭

３月地区活動日
（開催日未定）
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18日㈫　10：30～11：30　玉津公民館

27日㈭　  9：30～11：00　東予北地域交流センター

13日㈭　10：00～11：30　飯岡公民館

11日㈫　  9：30～11：00　中央保健センター

10日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

７日㈮　  9：30～11：00　小松保健センター

６日㈭　  9：30～11：00　丹原保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
　相談には助産師・保育士・保健師・栄養
士・家庭児童相談員などの専門スタッフが
応じ、問題解決に向けて一緒に考えます。
　身体計測コーナーもありますので気軽に
ご利用ください。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター　５月７日㈮
○東予保健センター　５月28日㈮
○丹原保健センター　５月14日㈮
○小松保健センター　５月21日㈮

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　５月24日㈪　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　５月25日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

18日㈫
27日㈭

25日㈫

19日㈬
20日㈭
11日㈫
13日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成22年１月１日～
１月31日の出生児

平成22年１月１日～
２月28日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央 西条

東予・丹原・小松

平成20年10月１日～
10月31日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成19年４月１日～
４月30日の出生児13：00～14：00 中央 西条

内容　カロリー編：普段の食事のカロリーを計って、食生活を改善
　　　バランス編：食事バランスガイドでバランスの良い食事を習得

中央保健センター

▼食生活プランニング講座　５月・６月の日程等　※申し込みは前日まで受付

６月18日㈮

東予保健センター ６月11日㈮

丹原保健センター ６月25日㈮

小松保健センター ６月４日㈮

５月21日㈮

５月14日㈮

５月28日㈮

５月７日㈮

場所・申込先

13時30分～15時

カロリー編 バランス編 受講時間

愛媛県歯科医師会 市内各支部主催

日時　６月５日㈯　14時30分～16時30分
場所　東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）
内容　就学前の幼児を対象に、歯みがき教室、歯の健康相談、フッ素塗布を
　　行います。参加者には記念品（歯ブラシ）をプレゼントします。
問合せ　黒河歯科医院　℡0898－68－7273　

　新型インフルエンザワクチン接種の助成対象の方は、早めの助成申請を
お願いします。詳しくは、各保健センターへお問い合わせください。

　愛媛県では、けしの花が咲く４月から
６月を「不正大麻・けし撲滅運動月間」
として、正しい知識の普及啓発や不正栽
培の発見除去などの活動をしています。
　不正栽培や自生している大麻、植えて
はいけないけしを見つけた場合、疑わし
いと思った場合は、西条保健所（℡0897
－56－1300）へご相談ください。

日時　６月６日㈰　９時～11時30分
場所　総合福祉センター（もてこい元気館）　２階・集団指導健診室
内容　フッ素塗布、ブラッシング指導、歯周病健診、顕微鏡で見るお口の細
　　菌、咬合力（かむ力）測定、口臭測定を行います。
問合せ　まつまえ歯科医院　℡0897－58－2234
【市民講演会のご案内】
日時　６月６日㈰　10時～11時
場所　総合福祉センター（もてこい元気館）　２階・会議室
演題　食と命　　講師　伊藤純子氏（元養護教諭）
問合せ　さかもと歯科医院　℡0897－52－1182

新型インフルエンザワクチン接種 助成申請受付中

不正大麻・けし撲滅運動月間

　教室では運動の仕方を習得し、運動を継続していくため
のお手伝いをします。また、体組成測定や腹囲測定などで
身体状況を評価します。

対象　40歳～74歳の方で、次のいずれかに該当する方
　　　○腹囲が男性で85㎝以上、女性で90㎝以上
　　　○ＢＭＩが25以上（下記の計算方法を参照）
※身体状況によっては、主治医意見書の提出や参加をお断りする場合
　があります。

運動内容　筋力トレーニング、有酸素運動
　　　　　中央保健センター：トレーニング機器や水中での運動
　　　　　その他の会場：ボールやダンベルでの運動、リズム運動

申込期間　５月７日㈮～　※定員になり次第、締め切ります。

申込先　所管の保健センター　

　食と健康について学習する教室です。教室の修了後は
地域の食生活改善ボランティアとして活躍もできます。
　男性も大歓迎です。ぜひ、ご参加ください。
対象　食生活改善に関心のある方で、初めて受講する方

開催場所　中央保健センターまたは東予保健センター
開催時間　９時30分～13時（初回のみ９時30分～12時）
定員　各30人（先着順）　　申込期限　６月18日㈮
申込先　開催場所の保健センター　

東予北地域交流センター
※申込先：東予保健センター

中央保健センター

東予保健センター

丹原保健センター

小松保健センター ５月24日～　毎週月・木曜日
13時30分～15時

５月21日～　毎週火・金曜日
13時30分～15時

５月27日～　毎週月・木曜日
13時30分～15時

６月１日～　毎週火・木曜日
19時～20時30分

５月25日～　毎週火・金曜日
９時30分～11時

５月28日～　毎週水・金曜日
13時30分～15時

５月27日～　毎週月・木曜日
９時30分～11時

日　　　　時場所・申込先

【ＢＭＩの計算方法】
ＢＭＩ＝ 体重（㎏）÷ 身長（ｍ）÷ 身長（ｍ）
例：体重 60㎏で身長 160㎝の場合
　　60（㎏）÷ 1.6（ｍ）÷ 1.6（ｍ）＝ＢＭＩ値 23.4

開催場所・日程 主　な　内　容 主　な　内　容開催場所・日程

中央：６月23日㈬
東予：６月24日㈭

開講式、西条市民の健康状態、自分の
健康状態、食品衛生と食中毒予防

食育・ふるさと産品通信紹介等、調理
実習④「高齢者の低栄養を防ぐ食事」

食育・食事バランスガイド３
実習⑤「肥満が気になる人の食事」

運動習慣のある生活を（理論と実技）
調理実習⑥「バランス食」

閉講式、修了証書授与
調理実習⑦「簡単、手軽にできる一品」

食育・食事バランスガイド２
調理実習②「バランス食」

食育・献立の立て方、食品成分表の使
い方、調理実習③「バランス食」

地区活動体験、西条市食生活改善推進
協議会活動紹介、調理実習

地区活動体験、西条市食生活改善推進
協議会活動紹介、調理実習

食育・食事バランスガイド１　調理実
習①「献立の基本、主食＋主菜＋副菜」

中央：７月21日㈬
東予：７月22日㈭

中央：８月25日㈬
東予：８月26日㈭

中央：９月22日㈬
東予：９月30日㈭

10月地区活動日
（開催日未定）

中央：11月24日㈬
東予：11月11日㈭

中央：12月22日㈬
東予：12月16日㈭

中央：１月26日㈬
東予：１月27日㈭

中央：２月23日㈬
東予：２月24日㈭

３月地区活動日
（開催日未定）
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休日の当番病医院

平日夜間の当番病医院
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（水）
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内科
外科
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内科
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内科
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内科
外科

内科
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内科
外科

内科
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内科
外科

内科
外科

内科
外科
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内科
外科

内科
外科

内科
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赤十字社員増強運動（赤十字募金）にご協力ください
　毎年５月１日～31日の期間で、赤十字社員増強運動が全国一斉に展開されます。
　この募金は自然災害などの被災者への援助物資や見舞金の支給など、さまざまな事業に活用され
ています。皆さまの温かいご理解、ご協力をお願いします。

■問合せ　○市庁舎別館社会福祉課　　総務福祉係　℡0897－52－1288
　　　　　○東予総合支所市民福祉課　福祉係　　　℡0898－64－2700
　　　　　○丹原総合支所市民福祉課　市民福祉係　℡0898－68－7300
　　　　　○小松総合支所市民福祉課　市民福祉係　℡0898－72－2111

広報さいじょう　2010　5月号 34



　

丹
原
町
志
川
で
国
道
11
号
を
折

れ
、
松
山
自
動
車
道
の
方
向
に
南

進
す
る
と
、
ほ
ど
な
く
山
の
谷
間

に
大
き
な
ダ
ム
が
姿
を
現
し
ま
す
。

志し
こ
が
わ

河
川
ダ
ム
で
す
。

　

道
前
平
野
で
は
古
く
か
ら
農
業

が
盛
ん
で
し
た
が
、
降
水
量
が
少

な
く
し
ば
し
ば
干
ば
つ
被
害
を
受

け
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
昭
和

42
年
、
国
に
よ
っ
て
現
在
の
久
万

高
原
町
に
面
河
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
、

道
前
平
野
だ
け
で
な
く
道
後
平
野

に
も
、
安
定
的
な
送
水
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後

40
年
が
経
過
し
、
社
会
情
勢
や
農

業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

容
を
遂
げ
、
新
た
な
用
水
確
保
が

必
要
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
志
河

川
ダ
ム
が
平
成
19
年
に
完
成
さ
れ

る
に
至
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
ダ
ム
の
建
設
に
際
し
て
は
、

自
然
環
境
と
の
調
和
に
配
慮
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
、

ま
た
、
完
成
後
に
は
ダ
ム
の
下
流

側
に
、
人
々
が
集
う
こ
と
の
で
き

る
広
場
や
遊
歩
道
な
ど
も
整
備
さ

れ
ま
し
た
。

　

志
河
川
ダ
ム
が
も
た
ら
す
水
に

よ
っ
て
、
県
下
屈
指
の
生
産
力
を

誇
る
西
条
市
の
農
業
の
、
さ
ら
な

る
発
展
が
大
き
く
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

松山自動車道

中川小
丹原西中

48

11

中川公民館

丹原町志川湯谷口

文
文

志河川ダム志河川ダム

▲ダム湖 (上 ) と高さ48ｍもある堤体

▲ダム下流側には水辺空間を整備

No.57　ホトトギス（夏鳥）
　全長28センチ、ヒヨドリと同じ大きさのカッコウの仲間。５
月中旬に南方より渡来し、里山から亜高山帯の山地に生息、主
にウグイスに托卵して繁殖します。古くから数多くの短歌や俳
句の題材となって親しまれ、「天辺駆けたか」「特許許可局」
と聞きなすさえずりは、初夏の訪れを感じさせてくれます。

撮
影：

十
亀
茂
樹

　

          
第
60
回　

志　

 

河　

 

川 　

ダ　

 

ム

平成22年3月末日現在
住民基本台帳登録数 ( )内は前月比

人　口　114,622 人   (－154人）

　男　　  54,915 人   （－78人）

　女　　  59,707 人   （－76人）

世　帯　  47,894世帯  (＋95世帯）

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）

■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）

■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）

　４月から広報を担当することになり
ました。新しい仕事・新しい席・新し
い仲間、何もかもが新鮮な毎日です！
　何か新しいことを始めるというのは
とてもエネルギーがいりますが、それ
が自分のパワーになると思うと楽しみ
です♪好奇心旺盛に頑張ります！
　どこかで「西条市」の青い腕章をつ
けてカメラを構える私を見かけたら、
ぜひ声をかけてください。たくさんの
笑顔に出会えることを楽しみにしてい
ます。　　　　　　　　　　　　(Ｒ)
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月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　℡0897－53－5500

日23
日30

５

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555

５

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。

一部参加費必要駐車場ほか西条アートフェスティバル2010　※16時まで実施

9：20 丹原文化会館　℡0898－68－3555

丹原文化会館　℡0898－68－3555

500円全　館吹奏楽クリニック
日
土

９
22

9：309：00

10：00
ドレミミュージックグループ（丹下）℡0898－65－4038無　料14：30 大ホールピアノ発表会 14：00

9：00
カラオケ喫茶　恋びと　℡0898－66－1038無　料大ホール

小ホール

５周年親睦発表会　ゲスト：伊吹友里
水５ 14：0013：30 丹原高等学校　℡0898－68－7325無　料大ホール丹原高等学校音楽部　第８回定期演奏会・創立110周年記念演奏会

大ホール9：30 稲掛歌謡教室　℡0897－56－632110：00

【５月の休館日】毎週月曜日（３日開館）、６日㈭、７日㈮、11日㈫、12日㈬

【５月の休館日】毎週月曜日（３日開館）、６日㈭
稲掛歌謡教室　歌謡祭　ゲスト：真咲よう子日30 無　料

小ホール
展示室10：00 市教育委員会社会教育課　℡0897－52－1628

市教育委員会社会教育課　℡0897－52－1628

無　料第39回西条地域春季市民芸術文化祭　美術展
※８日は17時まで、９日は16時まで展示

土
日

８
９

第39回西条地域春季市民芸術文化祭　芸能祭土
日

８
９ 大ホール11：50

10：30
12：20
11：00 無　料

日２
小ホール11：00 宇宙メダカ研究会四国・中国支部（井上）℡0898－72－3532無　料13：00第13回宇宙メダカ研究会　愛媛西条大会土１

11：30 西条竹ダンス（若原）　℡0897－56－63481000円12：00社交ダンスパーティー

７/18 日 13時30分開演予定　総合文化会館大ホール

５/30 日 10時～16時　丹原文化会館駐車場
※雨天時は館内

　市内コーラスグループの活動成果を発表する場として、また
次代を担う人材の育成・交流を図るため、さいじょうコーラス
フェスティバルを今年も開催します。ぜひ、ご応募ください。

●出演条件　西条市内を中心に活動しているコーラスグループ
●応募方法　総合文化会館にある出演申込書に必要事項を記入
　　　　　し、総合文化会館へ提出または郵送、ファックスし
　　　　　てください。出演申込書は、総合文化会館のホーム
　　　　　ページでダウンロードもできます。
●応募期限　５月９日㈰ 同時開催 岩崎幸之助氏石彫公開制作 ５月20日㈭～６月19日㈯

出 演 団 体 募 集 中 ！

石彫、手すき和紙、砥部焼絵付、竹細工など

フラダンス、ヒップホップダンス、和太鼓など

石焼きピザ、うどん、カレーなど

入場　無料（一部参加費必要）
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